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八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
類
書
誌
提
要

序

説

所
謂
「
八
文
字
屋
本
」
と
い
う
名
称
の
定
義
は
、
長
谷
川
強
氏
が
左
の

如
く
規
定
さ
れ
た
の
が
現
在
で
は
大
方
の
定
見
'
と
な
っ
て
い
よ
う
。

狭
義
に
は
京
都
の
八
文
字
屋
八
左
衛
門
方
か
ら
刊
行
さ
れ
た
浮
世

草
子
に
、
前
半
期
の
中
心
作
者
で
あ
っ
た
其
積
の
作
で
他
書
睦
よ
り

刊
行
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
の
称
と
す
る
。
広
義
に
は
同
時
期
間
傾

向
の
作
及
び
八
文
字
屋
小
説
の
亜
流
作
品
を
含
め
て
の
称
と
す
る
。

(注
1
)

こ
れ
は
、
内
容
上
よ
り
す
れ
ば
妥
当
な
定
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

然
る
に
、
書
誌
的
方
面
に
つ
い
て
は
、
次
の
様
な
考
え
方
が
行
な
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

其
積
は
一
時
八
文
字
屋
か
ら
脱
退
し
て
、
別
に
江
島
屋
な
る
新
本

屋
を
設
け
、
自
作
出
版
を
企
て
、
一
方
谷
村
、
菊
屋
等
か
ら
も
其
作
を

公
に
す
る
等
の
事
あ
り
、
版
元
は
八
文
字
屋
以
外
数
軒
に
瓦
る
も
、
作

林

望

者
が
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
製
作
出
版
上
に
意
匠
の
共
通
す
る
所
多

く
、
且
は
八
文
字
屋
の
出
版
が
模
範
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
其
れ
に
倣
ふ

所
少
な
か
ら
ず
、
版
式
睦
裁
等
嘗
時
の
浮
世
草
子
は
す
べ
て
八
文
字

屋
式
に
同
化
し
て
ゐ
た
(
『
糊
列
富
田
小
説
史
前
編
』
水
谷
不
倒
氏
問
〉

私
は
、
浮
世
草
子
類
書
誌
調
査
を
す
す
め
る
過
程
で
、
こ
こ
に
一
つ
の

疑
い
を
抱
い
た
。
果
し
て
、
水
谷
氏
の
断
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
す
べ
て
の
浮

世
草
子
が
「
八
文
字
屋
式
」
に
同
化
し
て
い
た
と
看
倣
し
得
る
で
あ
ろ
う

か
、
さ
て
ま
た
そ
の
「
模
範
」
と
な
っ
た
八
文
字
屋
式
の
版
式
と
は
一
体

如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
。

そ
こ
で
私
は
、
今
、
長
谷
川
氏
の
所
調
「
狭
義
」
の
「
八
文
字
屋
本
」

を
更
に
狭
く
絞
っ
て
「
八
文
字
屋
八
左
衛
門
方
よ
り
刊
行
さ
れ
た
る
浮
世

草
子
、
及
び
八
文
字
屋
と
他
書
墜
と
の
共
同
出
版
(
概
械
と
い
わ
な
い
に

は
訳
が
あ
る
。
)
に
か
か
る
浮
世
草
子
」
に
就
て
、
そ
の
書
誌
を
詳
細
に

調
査
し
、
そ
こ
に
存
す
る
共
通
の
性
格
、
又
そ
の
遷
移
な
ど
に
関
し
て
、

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
即
ち
「
狭
義
の
」
八
文
字
屋
本
の
中
か
ら
、
其
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積
が
菊
屋
方
や
谷
村
清
兵
衛
方
な
ど
八
文
字
屋
以
外
の
書
膿
よ
り
出
版
し

た
幾
つ
か
の
作
品
を
除
外
し
て
「
八
文
字
屋
八
左
衛
門
」
の
出
版
意
識
を

探
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
「
八
文
字
屋
本
書
誌
」

と
せ
ず
に
「
八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
類
書
誌
提
要
」
と
題
し
た
の
は
、

こ
の
理
由
に
依
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
右
に
述
べ
た
八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
類
は
、
一
体
何

種
位
あ
る
か
と
い
う
と
、
長
谷
川
氏
の
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
を
中
心
と

し
て
、
其
外
、
八
文
字
屋
刊
行
本
所
附
蔵
板
目
録
な
ど
参
照
し
て
考
え
る

に
、
全
部
で
百
三
十
一
種
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
改
題
後
修

本
を
除
外
し
た
数
で
あ
る
。
其
内
七
点
(
注
2
〉
は
現
在
所
在
が
知
ら

れ
な
い
か
、
又
は
海
外
に
の
み
伝
存
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
原
本
来

見
で
あ
る
が
、
残
り
の
百
二
十
四
種
に
就
て
は
、
大
方
調
査
を
終
っ
た
の

で
、
此
等
を
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。
ハ
注
3
〉

付
書
型
に
つ
い
て

ω大
本

享
保
五
年
以
降
は
、
大
半
大
本
五
冊
と
い
う
型
式
を
以
て
板
行
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
型
式
の
、
八
文
字
屋
に
於
け
る
最
初
の
作
品
は
、
正
徳
二

年
序
刊
の
『
頼
朝
三
代
鎌
倉
記
』
五
巻
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
尤
も
こ
の

書
に
は
刊
記
が
無
い
か
ら
、
版
式
、
他
書
所
附
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
な
ど

よ
り
八
文
字
屋
刊
と
推
定
し
て
か
く
い
う
の
で
あ
る
。
刊
記
を
有
す
る
も

の
と
し
て
は
、
翌
年
刊
の
『
当
世
御
伽
管
我
』
『
風
流
東
鑑
』
前
後
編
十

巻
が
最
も
早
い
。
同
じ
頃
の
刊
行
に
か
か
る
と
推
定
さ
れ
る
『
名
物
焼

蛤
』
『
当
流
曾
我
高
名
松
』
の
二
書
に
は
刊
記
が
無
い
の
で
、
そ
の
詳
ち

か
な
刊
年
月
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
或
い
は
こ
ち
ら
の
方
が
早
い
か
も

し
れ
ぬ
。
(
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
二
書
は
、
版
式
よ
り
見
る
と
き
は
、
八

文
字
屋
以
外
の
刊
行
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
)
い
ず
れ
に
せ
よ
、
八

文
字
屋
が
大
本
浮
世
草
子
を
刊
行
し
は
じ
め
た
の
は
、
正
徳
年
間
で
あ
る

と
見
て
よ
い
。

元
文
度
以
降
に
あ
っ
て
は
、
殆
ど
大
本
型
に
統
一
さ
れ
て
し
ま
う
が
、

同
じ
大
本
で
も
、
そ
の
大
い
さ
は
、
漸
次
縮
小
し
て
行
き
、
末
期
に
は
、

半
紙
本
と
殆
ど
変
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
或
い
は
こ
れ
を
半
紙
本

と
見
、
或
い
は
こ
れ
を
大
本
と
見
る
と
い
う
よ
う
な
観
察
の
不
統
一
が
生

じ
て
来
や
す
い
。
外
寸
の
漸
減
傾
向
に
伴
い
、
匡
郭
寸
法
も
徐
々
に
小
型

化
し
て
行
く
、
そ
の
様
相
は
別
図
推
移
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
、

『
善
悪
身
持
扇
』
三
巻
享
保
十
五
年
刊

『
陳
扮
漢
』
三
巻
天
明
六
年
刊

の
二
点
を
除
く
す
べ
て
の
縦
型
本
を
大
本
と
認
定
し
て
お
き
た
い
と
思

う
。
(
升
屋
和
泉
屋
な
ど
の
求
板
後
印
本
は
、
八
文
字
屋
原
刊
本
よ
り
一

廻
り
大
き
い
の
を
例
と
す
る
。
)

一一458---

倒
半
紙
本

ωで
取
扱
っ
た
大
本
は
、
外
寸
で
は
『
名
物
焼
蛤
』
の
二
十
五
・
二
糎

×
十
七
二
ニ
糎
ハ
東
北
大
学
狩
野
文
康
蔵
本
〉
あ
た
り
を
最
大
と
し
、
『
陽

炎
日
高
川
』
〈
宝
麿
八
年
刊
)
の
二
十
二
・
四
糎
×
十
五
・
九
糎
合
宿
瀬
文

庫
蔵
本
)
あ
た
り
を
最
小
と
す
る
大
い
さ
に
、
概
ね
漸
減
的
に
分
布
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、

ωに
除
外
し
た
こ
点
の
み
は
、
こ
れ
よ
り
一
段
と
小



さ
い
。
即
ち
、

『
善
悪
身
持
扇
』
二
十
一
・
九
糎
×
十
五
・
六
糎
(
大
阪
府
立
図
書
館

蔵
本
〉

『
陳
持
漢
』
二
十
二
糎
×
十
五
・
七
糎
(
岩
瀬
文
庫
蔵
本
)

又
、
匡
郭
の
寸
法
を
示
す
と
、

『
善
悪
身
持
扇
』
十
九
糎
×
十
三
・
九
糎

『
棟
扮
漢
』
十
八
・
ニ
糎
×
十
三
・
七
糎

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
寸
法
の
み
を
比
べ
る
と
、
最
小
の
も
の
と
竪
横
数

ミ
リ
程
度
の
差
で
あ
っ
て
、
大
し
て
問
題
に
な
る
ま
い
と
も
見
え
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
、
享
保
十
五
年
頃
の
大
本
が
、
大
体
外
寸
二
十
四

糎
×
十
七
糎
前
後
、
匡
郭
高
二
十
糎
前
後
、
又
宝
暦
末
よ
り
明
和
安
永
度

に
か
け
て
の
大
本
が
、
外
寸
二
十
三
糎
×
十
六
糎
前
後
、
匡
郭
高
十
九
糎

強
あ
た
り
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
の
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
右
ニ
点
、
が
一

廻
り
ず
っ
小
型
に
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
半
紙
本
と
認
む
べ
き
こ
と
が
是
認

さ
れ
ょ
う
か
と
思
う
。
(
付
グ
ラ
フ
参
照
)

判
例
横
綴
半
紙
本

横
綴
半
紙
本
と
は
聞
き
な
れ
ぬ
名
で
あ
る
が
、
私
は
、
一
類
の
八
文
字

屋
浮
世
草
子
に
対
し
(
極
く
稀
に
八
文
字
屋
以
外
に
も
こ
の
書
型
を
と
る

も
の
が
存
す
る
。
〉
(
注
4
)
新
た
に
こ
の
名
を
以
て
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
八
文
字
屋
本
の
横
本
型
の
も
の
に
就
て
は
、

一
概
に
「
横
本
」
と
し
、
長
谷
川
氏
も
「
横
本
に
も
大
小
が
あ
り
」
(
注

5
〉
と
い
う
程
度
し
か
指
摘
さ
れ
て
お
ら
な
い
の
で
、
八
文
字
屋
の
横
本

と
い
え
ば
、
文
学
史
的
に
も
意
義
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
誰
も

こ
れ
を
区
別
し
な
い
で
ニ
ツ
切
横
本
と
誤
っ
て
い
た
〈
注
6
〉
の
は
怪
し

む
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
私
が
か
ぐ
名
付
け
る
の
は
次
の
九
点
で
あ
る
。

『
傾
城
禁
短
気
』
正
徳
元
年
刊
六
巻

『
浮
世
親
父
形
気
』
享
保
十
五
年
刊
五
巻

『
風
流
西
海
硯
』
享
保
二
十
年
刊
五
巻

『
風
流
連
理
慧
』
享
保
二
十
年
刊
三
巻

『
兼
好
一
代
記
』
元
文
二
年
刊
五
巻

『
風
流
西
海
硯
』
元
文
二
年
刊
五
巻

『
花
葎
厳
柳
島
』
元
文
四
年
刊
五
巻

『
禁
短
気
次
編
』
明
和
二
年
刊
五
巻

『
禁
短
気
三
編
』
明
和
二
年
刊
五
巻

以
上
九
編
の
書
型
は
、
ま
こ
と
に
変
態
で
あ
っ
て
外
に
類
例
を
知
ら
な

い
。
即
ち
、
大
い
さ
は
、
半
紙
本
に
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
綴
じ
方
が
異

相
で
あ
っ
て
、
通
常
の
半
紙
本
は
、
半
紙
を
半
折
に
し
て
図
@
の
如
く
版

心
の
反
対
側
の
二
枚
に
な
っ
た
処
を
綴
じ
合
せ
る
縦
型
本
で
あ
る
が
、
此

の
類
の
加
き
は
図
⑮
の
如
く

-459ー
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半
紙
を
半
折
に
し
、
版
心
を
下
に
し
て
横
向
き
に
綴
じ
る
の
で
あ
る
。

(
そ
れ
故
、
版
心
が
書
根
に
な
る
。
)
従
っ
て
、
大
い
さ
は
半
紙
本
で
あ
っ

て
、
書
型
は
横
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
仮
に
「
横
綴
半
紙
本
」
と
名

付
け
た
所
以
で
あ
る
。
管
見
で
は
、
浮
世
草
子
以
外
に
は
、
未
だ
か
か
る

書
型
に
接
し
た
事
は
無
い
の
で
、
こ
の
書
型
の
由
来
、
又
類
例
な
ど
、
大

方
の
御
示
教
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
(
注
7
)

例
制
美
濃
版
ニ
ツ
切
横
本

享
保
三
年
以
前
の
八
文
字
屋
刊
本
は
、
多
く
は
こ
の
こ
ツ
切
本
で
あ

る
。
八
文
字
屋
本
の
鳴
矢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』

の
好
評
に
倣
っ
て
、
暫
く
は
専
ら
こ
の
書
型
に
依
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

八
文
字
屋
刊
行
本
を
、
史
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
ニ
ツ
切
本
が
行
な
わ

れ
た
の
は
、
ぼ
ぽ
、
享
保
三
年
迄
で
あ
っ
て
、
以
後
は
、
大
本
・
横
綴
半

紙
本
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
。
こ
の
例
外
と
し
て
、
享
保
五
年
以
後
に
も
ニ

ツ
切
本
を
以
て
刊
行
せ
ら
れ
た
の
は
(
改
題
後
修
本
は
除
外
し
て
)
次
の

六
点
に
限
ら
れ
る
。

『
役
者
色
仕
組
』
享
保
五
年
刊
五
巻

『
舞
台
三
津
扇
』
享
保
七
年
刊
五
巻

『
け
い
せ
い
寄
三
味
線
』
享
保
十
七
年
刊
五
巻

『
風
流
友
三
味
線
』
享
保
十
八
年
刊
五
巻

『
遣
放
三
番
続
』
安
永
元
年
刊
五
巻

『
浮
世
壱
分
五
厘
』
安
永
五
年
刊
五
巻

以
上
の
作
を
概
観
す
る
と
、
い
づ
れ
も
吋
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
の
亜

流
と
も
い
う
べ
き
作
、
又
役
者
評
判
記
関
口
集
と
い
っ
た
種
類
の
作
ば
か

り
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
ら
は
、
営
業
政
策
上
の
理
由
か
ら
、
『
け
い
せ
い

色
三
味
線
』
を
努
露
せ
し
む
べ
く
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
八
文

字
屋
刊
本
は
、
か
か
る
作
を
除
い
て
は
大
方
、
大
本
・
横
綴
半
紙
本
へ
移

行
し
て
行
っ
た
事
が
分
る
の
で
あ
る
。

倒
半
紙
二
ツ
切
横
本

享
保
三
年
以
前
の
美
濃
ニ
ツ
切
横
本
の
大
い
さ
は
概
ね
竪
十
三
糎
×
横

十
九
糎
前
後
、
匡
郭
高
十
一
糎
前
後
を
例
と
す
る
が
、
中
に
一
点
だ
け
一

廻
り
小
型
の
、
半
紙
こ
ツ
切
本
と
認
む
べ
き
も
の
が
あ
る
。
次
の
一
点
で

あ
る
。『
遊
女
懐
中
洗
濯
』
〔
宝
永
六
年
〕
刊
寸
法
十
了
六
糎
×
十
五
・
九

糎
、
匡
郭
高
九
・
四
糎
〈
蓬
左
文
庫
蔵
本
1

存
巻
四
一
冊
)
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以
よ
の
如
く
、
八
文
字
屋
方
よ
り
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
に
は
、

大
本
、
半
紙
本
、
横
綴
半
紙
本
、
美
濃
ニ
ツ
切
横
本
、
半
紙
二
ツ
切
横

本
の
五
種
の
書
型
が
あ
る
と
見
て
良
い
。
此
等
の
書
型
の
遷
移
に
つ
い
て

は
、
後
に
、
他
の
書
誌
事
項
の
推
移
と
共
に
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

。
版
式
上
の
特
色
に
つ
い
て

ω版
心
の
型
式

八
文
字
屋
刊
行
浮
世
草
子
は
、
享
保
三
年
を
期
と
し
て
、
書
型
、
作
者

名
の
表
記
、
刊
記
、
丁
付
の
様
相
な
ど
、
色
々
な
面
に
つ
い
て
、
大
き
な

変
化
を
遂
げ
る
。
こ
の
享
保
三
年
と
い
う
の
は
、
外
な
ら
ぬ
自
笑
と
其
積

の
和
解
し
た
年
で
あ
る
。



然
る
に
、
前
後
八
十
年
余
に
一
旦
る
八
文
字
屋
の
浮
世
草
子
刊
行
史
を
通

じ
て
、
一
貫
し
た
版
式
上
の
特
色
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
版
心
の
様

式
に
存
す
る
と
い
う
事
が
出
来
る
。
左
に
、
最
も
典
型
的
な
(
軌
道
に
乗

っ
た
全
盛
期
の
)
版
心
を
示
す
。

『
女
将
門
七
人
化
粧
』
五
巻
。
大
本
五
冊
。
作
者
名
自
笑
・
其
積
。
享

保
十
二
年
刊
。

理皇

-
之
島
守
枠
内

(
寸
}

A長

-Z
荏
A
1

持
門

F、
7 、_，

挙
厄
三

F-
一
え
各
党
峰
崎

』長
官ヨ

m
え
是
キ
品
付
門

~ 
.量』右

の
如
く
、
版
心
に
巻
次
を
標
示
す
る
謂
わ
ば
太
自
の
横
線
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
を
巻
の
下

.aに
従
っ
て
下
に
置
く
の
を
例
と
す
る
。
こ
れ
を

書
誌
記
述
上
の
術
語
と
し
て
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ

う
し
た
巻
標
示
(
右
の
様
な
場
合
こ
れ
を
今
仮
に
「
黒
格
」
と
称
し
て
お

く
。
〉
を
付
刻
せ
る
こ
と
は
、
元
禄
十
四
年
刊
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』

以
来
、
明
和
六
年
刊
『
略
縁
記
出
家
形
気
』
に
至
る
ま
で
、
そ
の
書
型
と

作
者
と
を
間
わ
ず
、
一
の
例
外
も
な
い
。
(
安
永
以
後
の
刊
行
書
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
〉
但
し
、
巻
標
示
は
、
上
図
の
如
き
黒
格
を

以
て
す
る
と
は
限
ら
ず
、
「
江
」
「
寄
」
な
ど
の
漢
字
を
以
て
す
る
場
合
、

「
O
」
や
「
ご
な
ど
の
記
号
を
用
い
る
場
合
、
「

Z
」
の
知
く
双
黒
格
形

式
を
採
る
場
合
、
又
そ
れ
ら
を
併
用
す
る
場
合
な
ど
各
種
あ
っ
て
一
様
で

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
は
、
決
し
て
デ
タ
ラ
メ
で
な
く
、
凡
そ

の
法
則
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

尤
も
、
か
か
る
標
示
は
八
文
字
屋
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
稀
に
他
書

患
の
刊
行
本
に
も
存
し
〈
注
8
)
又
、
辞
書
類
な
ど
に
は
散
見
す
る
処
で

あ
る
が
、
少
く
も
、
八
文
字
屋
の
浮
世
草
子
は
刈
殆
ど
全
て
こ
の
様
式
を

採
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
八
文
字
屋
の
版
式
上
の
一
大
特
色
と
見
る

こ
と
は
不
都
合
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
様
な
版
心
の
型
式
を

「
八
文
字
屋
様
式
」
と
呼
ん
で
可
な
ら
ん
か
と
考
え
る
(
注
9
〉
。
先
に
関

場
武
氏
は
「
毛
利
貞
斎
編
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
」
(
一
九
七
七
年

芸
文
研
究
第
三
十
六
号
所
収
)
の
中
で
、
元
禄
五
年
版
『
増
続
大
広
益
会

玉
篇
大
全
』
の
解
題
中
に
類
例
を
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
黒
格
を

「
黒
い
部
分
」
と
称
し
て
お
ら
れ
る
。
蓋
し
書
誌
記
述
上
の
術
語
に
苦
し

ま
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
推
察
す
る
。
そ
こ
で
私
は
、
こ
う
し
た
巻

次
を
標
示
す
る
部
分
を
「
巻
標
」
と
呼
ん
で
は
ど
う
か
と
提
唱
し
た
い
。

勿
論
然
る
べ
き
術
語
、
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
従
い
た
い
と
思
う
の

で
、
先
学
の
御
示
教
を
得
た
い
と
念
じ
て
い
る
(
注
m
Y
と
も
か
く
、

か
か
る
型
式
の
版
心
に
就
て
は
、
従
来
の
、
白
口
、
黒
口
、
魚
尾
、
と
い

う
様
な
術
語
を
以
て
し
て
は
能
く
表
現
し
得
ざ
る
処
で
あ
っ
て
、
例
え

ば
、
浮
世
草
子
の
書
誌
記
述
に
つ
い
て
は
、

「
版
心
八
文
字
屋
様
式
、
巻
標
黒
格
」

の
如
く
せ
ば
、
ほ
ぼ
誤
り
な
く
こ
れ
を
表
現
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
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倒
其
外
の
版
式
上
の
特
色

享
保
五
年
以
降
の
八
文
字
屋
浮
世
草
子
は
、
極
め
て
統
一
さ
れ
た
形
式

を
以
て
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
、
次
の
諸
条
の
如
く

で
あ
る
。①
書
型
は
大
本
又
は
横
綴
半
紙
本
を
原
則
と
す
。

②
題
築
は
左
の
形
式
・
意
匠
に
よ
る
。

と
い
う
考
え
を
提
出
し
て
お
き
た
い
。

T
付
等
の
耳
格

'¥ 
巻標

害

兵夏

魚、
之

巻
L墜を

阪
に
の
件
リ
日

③
序
は
一
丁
、
序
題
な
し
。
序
末
に
年
記
と
作
者
名
を
刻
し
、
作
者

名
下
に
印
形
を
模
刻
す
。

④
各
巻
々
頭
に
目
録
各
一
丁
。
各
巻
三
章
を
原
則
と
す
。

⑤
内
題
な
し

⑥
大
本
の
場
合
、
四
周
単
辺
、
無
界
、
毎
半
葉
十
ニ
行
。
横
綴
半
紙

本
の
場
合
は
、
多
く
隅
入
三
方
双
辺
ハ
左
図
の
如
く
〉
。
無
界
。

毎
半
葉
十
四
行
。

⑦
挿
画
は
毎
巻
二
面
。
第
一
一
聞
は
各
巻
四
ウ
五
オ
の
見
聞
き
と
し
、

第
二
酉
は
巻
の
丁
数
に
よ
り
一
定
で
な
い
が
、
終
り
か
ら
数
葉
自

に
見
聞
き
で
入
れ
る
。
祐
信
風
を
主
と
し
、
狂
言
絵
尽
等
の
知

く
、
挿
画
中
に
セ
リ
フ
・
説
明
な
ど
を
附
刻
す
。

⑧
尾
題
な
く
、
各
巻
末
に
「
一

(
t
玉
)
之
巻
終
」
と
刻
す
を
例
と

す。

⑨
刊
記
は
、

一
例
を
左
に
示
す
。

八
文
字

「
元
文
三
年
午
ノ
正
月
吉
日
ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八

屋左
衛
門
板
」

(一丁を開いた時の図〉

っ“FO
 

A
吐



(
『
忠
孝
寿
門
松
』
元
文
三
年
刊

大
抵
右
の
如
し
。
(
注
日
)

⑩
丁
付
。
序
「
初
日
」
と
し
、
目
録
「
一
こ
よ
り
丁
付
は
じ
ま
る
。

巻
二
以
下
も
第
一
葉
(
目
録
丁
)
丁
付
「
一
ご
と
し
、
第
九
葉
の

丁
付
け
を
「
十
ノ
廿
」
と
す
。

凡
そ
、
享
保
五
年
以
降
の
八
文
字
屋
浮
世
草
子
の
版
式
上
の
特
色
は
か

く
の
如
き
で
あ
る
。
其
故
、
例
え
ば
書
名
は
、
本
文
巻
頭
内
題
よ
り
採
る

と
い
う
図
書
学
の
原
則
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
八
文
字
屋
刊
本
で
は
、

目
録
題
を
以
て
之
に
代
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
十
項
は
、
享
保
五
年
以
降
と
限
定
し
て
見
る
時
は
、
ご
く
末
期
の

い
く
ら
か
(
注
ロ
)
を
除
い
て
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
当
眠
る
の
で
あ
る

が
、
享
保
三
年
以
前
の
作
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
通
り
で
な
い
。

(
享
保
四
年
は
、
八
文
字
屋
方
か
ら
は
浮
世
草
子
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
)

五
巻
の
例
)

白
書
誌
よ
り
見
た
時
代
区
分

い
ま
、
書
誌
上
よ
り
観
察
し
た
場
合
に
、
次
の
知
く
八
文
字
屋
浮
世
草

子
を
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
一
期
元
禄
十
四
年
土
手
保
三
年
(
十
八
年
間
、
作
品
数
二
十
八
〉

第
二
期
享
保
五
年

t
寛
延
二
年
(
三
十
年
問
、
作
品
数
七
十
二
)

第
三
期
寛
延
三
年

t
明
和
六
年
(
十
四
年
間
、
作
品
数
二
十
六
)

第
四
期
安
永
元
年

t
天
明
六
年
(
十
五
年
問
、
作
品
数
五
)

右
の
区
分
は
、
全
く
形
態
書
誌
上
よ
り
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
興

味
深
い
こ
と
は
、
そ
の
区
切
り
が
、
長
谷
川
強
氏
の
示
さ
れ
た
(
注
目
〉

八
文
字
屋
を
中
心
と
す
る
浮
世
草
子
の
時
代
区
分
と
、
ほ
ぽ
符
合
す
る
こ

と
で
あ
る
。
即
ち
、

θ
八
文
字
屋
興
隆
期
(
元
禄
十
三

t
宝
永
末
〉

。
八
文
字
屋
江
島
屋
確
執
期
(
正
徳
初
土
手
保
三
)

③
八
文
字
屋
全
盛
期
(
享
保
初

t
享
保
末
)

⑮
八
文
字
屋
守
成
期
(
元
文
初

t
寛
延
三
〉

⑤
八
文
字
屋
退
転
期
(
宝
暦
元

t
明
和
三
)

③
浮
世
草
子
衰
滅
期
ハ
明
和
四

t
天
明
三
)

今
私
の
区
分
し
た
第
一
期
は
、
長
谷
川
氏
の
所
謂
θ
@に
相
当
し
、
第

二
期
は
、
同
氏
の
③
⑮
に
相
当
し
、
第
三
期
は
⑤
に
、
第
四
期
は
③
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
於
て
は
、
実
際
の
書
誌
に
即
し
乍
ら
、
右
の
年
代
区

分
に
従
っ
て
、
八
文
字
屋
の
刊
行
史
を
跡
，
つ
け
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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一
、
第
一
期
(
元
禄
十
四

l
享
保
三
)

こ
の
期
は
、
浮
世
草
子
の
世
界
に
八
文
字
屋
が
乗
り
出
し
て
来
て
問
も

な
い
期
で
あ
る
か
ら
、
色
々
な
面
で
、
試
行
錯
誤
的
な
処
が
見
受
け
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
書
誌
的
に
は
必
ず
し
も
統
一
が
と
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

}
V
 第
二
期
以
後
に
は
、
決
っ
て
正
月
に
売
出
さ
れ
て
「
春
草
紙
」
と
い
う

異
名
ま
で
出
来
た
(
注
M
)
八
文
字
屋
刊
本
も
、
こ
の
第
一
期
に
は
、
特
に

左
様
に
定
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実
物
に
即
し
て
確
か
に
正
月
刊

と
確
認
し
得
る
も
の
は
、
こ
の
期
二
十
八
点
の
う
ち
、
僅
か
三
点
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
第
一
作
た
る
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
の
元
禄
十
四
年

八
月
刊
を
は
じ
め
と
し
て
、
刊
行
月
は
二
月
、
四
月
、
七
月
、
八
月
、
九



月
、
十
一
月
等
に
広
く
ば
ら
つ
い
て
い
て
、
こ
の
期
の
八
文
字
屋
刊
本
に
は

「
春
の
慰
み
」
と
い
う
よ
う
な
性
質
は
少
し
も
な
か
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

同
様
に
、
書
誌
上
の
諸
事
項
に
も
各
種
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
、
第
二

期
以
後
の
、
見
事
に
統
一
の
と
れ
た
八
文
字
屋
刊
行
本
と
は
、
鮮
や
か
な

対
照
を
以
て
な
が
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
そ
の

全
作
品
に
就
て
書
誌
を
記
し
た
上
で
、
こ
の
様
な
こ
と
を
論
ず
べ
き
か
と

思
う
が
、
紙
幅
の
都
合
上
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
問
題
の
あ
る
幾

つ
か
の
作
品
を
選
ん
で
書
誌
を
略
説
し
、
そ
の
推
移
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に

す
る
。
(
諸
本
の
内
、
出
来
る
だ
け
善
本
を
選
ん
で
書
誌
を
記
述
す
。
)

川
け
い
せ
い
色
三
味
線
五
巻
元
砧
十
四
年
刊
国
会
図
書
館
蔵
。

美
濃
ニ
ツ
切
横
本
五
冊
。
浅
葱
色
無
地
原
表
紙
ハ
巻
三
の
み
改
装
)
。

巻
ニ
及
巻
一
ニ
原
題
簸
。
寸
法
十
二
・
三
糎
×
十
八
・
ニ
糎
。
序
一
丁

(
年
記
及
作
者
名
な
し
。
)
。
巻
立
、
「
京
」
「
江
戸
」
「
大
坂
」
「
部
」

「
湊
」
の
順
。
ハ
題
筑
間
に
よ
る
〉
。
各
巻
首
に
遊
女
名
寄
。
内
題
な
し
。

い
る
し
や
み
せ
ん

民
録
題
「
け
い
せ
い
色
三
味
線
、
四
周
単
辺
。
無
界
。
毎
半
葉
十

五
行
。
版
心
左
図
の
知
し
。

引
制
訂
引
船

増

O
守
)

各品
ど
品
可
ヨ
一

メh 
lSZ1 

O
(
?
)
 

匡
郭
寸
法
十
一
糎
×
十
七
糎
(
京
之
巻
本
文
首
丁
オ
に
於
て
)
。
挿

い
ら
し
や
み
せ
ん
詰
は
り

画
セ
リ
フ
付
刻
。
尾
題
(
巻
五
奥
付
に
)
「
色
三
味
線
終
」
。
巻
五
奥

付
尾
題
の
次
に
『
好
色
一
代
曾
我
』
予
告
を
刻
し
、
そ
の
奥
に
刊
記

次
の
如
し

元
禄
十
四
年
八
月
吉
日

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
く
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板

(
丁
付
)
序
「
序
」
名
寄
(
各
巻
共
〉
「
名
(
幾
〉
」
本
文
付
「
一
ニ
」
l

「
廿
ノ
品
川
」
|
「
六
十
コ
ご
同
「
一
ニ
」

l
「
廿
ノ
品
川
」

i
「
初
品
川
一
三
「
後
品
川

三」
l
「
五
十
二
」
同
「
一
ニ
」
l
「
廿
一
ノ
品
川
」
i
「
五
十
五
」
岡
「
一
ニ
」
l

「
廿
ノ
品
川
」

i
「
品
川
七
」
倒
「
一
二
」
l
「
廿
ノ
品
川
」

i
「品川九」

(
備
考
)
本
書
は
印
面
よ
り
見
る
に
、
巻
五
の
本
文
の
み
は
ず
っ
と

後
印
本
の
配
補
。
但
し
奥
付
は
初
印
時
の
も
の
を
取
合
せ
て
あ
る
。

本
書
の
成
立
に
就
て
は
、
長
谷
川
氏
の
論
考
(
注
日
〉
に
詳
し
い
が
、

こ
の
版
心
の
形
式
よ
り
見
て
も
、
本
書
が
当
初
三
都
三
巻
を
以
て
刊
行
の

予
定
で
あ
っ
た
の
を
、
品
一
一
山
に
後
の
こ
巻
を
差
し
加
え
た
事
、
が
明
白
で
あ

る
。
首
三
巻
だ
け
で
あ
れ
ば
、
正
し
く
こ
れ
は
八
文
字
屋
様
式
の
版
心
型

式
を
具
有
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
本
書
の
後
二
巻
は
、
首
三
巻
の
板

下
若
し
く
は
板
木
が
出
来
て
し
ま
っ
て
か
ら
俄
か
に
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た

も
の
と
推
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
、
巻
頭
名
寄
が
付
加
せ
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は
相
当
慌
し
い
作
業
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
名
寄
の
社
撰
を
後
に
修
訂
し
た
事
実
も
、
か
か
る
理
由
に
よ

る
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
書
の
特
例
的
な
版
式
(
か
か
る
版

心
型
式
は
八
文
字
屋
刊
本
中
唯
一
の
例
外
的
型
式
で
あ
る
。
〉
が
、
八
文
字

屋
浮
世
草
子
出
発
前
夜
の
慌
し
さ
や
、
そ
の
活
気
を
ま
で
も
、
私
共
に
伝
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え
来
る
如
く
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
管
見
で
は
、
初
印
本
は
国
会
本
だ
け
の
様
で
元
禄
十
五
年
の
後
修

本
と
し
て
刊
記
を
有
す
る
も
の
に
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
、

赤
木
文
庫
蔵
本
が
あ
る
が
、
加
賀
文
庫
本
は
印
面
の
磨
損
甚
し
い
後
印
本

'
で
あ
る
。
こ
の
外
、
東
大
附
属
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
本
、
東
洋
文
庫
岩
崎

文
庫
蔵
本
、
天
理
図
書
館
蔵
本
、
早
大
附
属
図
書
館
蔵
本
の
各
本
は
改
装

時
に
刊
記
奥
附
を
脱
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
東
洋
文
庫

蔵
本
と
早
大
蔵
本
の
ニ
者
は
印
面
の
磨
損
少
な
い
比
較
的
早
印
本
で
あ
る

の
で
、
印
行
は
加
賀
文
庫
蔵
本
な
ど
よ
り
遥
か
に
早
い
も
の
と
信
ず
る
。

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
会
図
書
館
蔵
本
を
除
く
諸
本
は
、
す
べ
て
元

禄
十
五
年
修
本
又
は
そ
の
後
印
本
で
あ
る
。
以
上
後
修
各
本
の
印
の
早
後

は
必
ず
し
も
厳
密
に
確
定
す
る
事
を
得
な
い
が
、
少
く
も
加
賀
文
庫
蔵
本

な
ど
は
、
最
も
晩
く
印
行
せ
ら
れ
た
も
の
と
信
ず
ベ
く
、
そ
の
印
行
年
次

は
江
戸
後
期
に
下
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
元
禄
十
五
年
修
本
は
、
刊

記
の
年
月
の
数
字
を
埋
木
し
て
「
十
五
年
二
月
」
に
修
し
(
上
記
。
印
が

埋
木
し
た
字
〉
、
更
に
、
大
坂
の
巻
の
名
寄
せ
の
名
な
ど
を
一
部
埋
木
に

よ
っ
て
修
訂
し
て
あ
る
。
詳
し
く
は
、
長
谷
川
氏
の
論
考
に
拠
ら
れ
た

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
巻
初
印
の
完
本
を
私
は
未
だ
見
な
い
。
本
書
は

印
面
の
磨
損
せ
る
伝
本
が
多
く
、
そ
の
印
行
の
繁
た
り
し
こ
と
は
想
傑
に

難
く
な
い
の
で
あ
る
。

ニ
・
六
糎
×
十
六
・
九
糎
。
各
巻
目
録
一
了
。
序
な
し
。
目
録
題
「
尉

り
う
き
ょ
く
じ
ゃ
み
せ
ん

流
曲
三
味
線
」
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
毎
半
葉
十
五
行
。
匡
郭
寸
法

十
・
六
糎
×
十
六
・
九
糎
。
版
心
八
文
字
屋
様
式
。
巻
標
黒
格
。
(
但

巻
六
全
丁
及
び
巻
二
の
十
二
丁
・
品
川
八
丁
は
巻
標
な
し
〉
。
挿
画
セ

リ
フ
付
刻
。
各
巻
尾
「
京
初
巻
終
」
「
二
巻
終
」
「
一
一
ア
巻
終
」
「
四

ノ
巻
終
」
「
五
之
巻
終
」
「
ム
ハ
巻
終
」
と
刻
す
。
巻
六
奥
付
に
『
当
世

御
伽
骨
我
』
八
巻
の
刊
行
予
告
を
付
し
、
そ
の
奥
に
次
の
如
く
刻

す。
右
之
本
追
付
出
し
申
侠
御
し
ら
せ
の
た
め

こ
〉
に
し
る
す

宝
永
三
年
刊

東
京
大
学
附
属
総
合
図
書

宝
永
三
年
成
七
月
吉
日

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板

各
巻
丁
付
次
の
通
り
付
目
録
「
初
日
一
ノ
四
」

i
「
廿
ノ
品
川
」
l
「
五
十

五
」
同
「
初
日
一
ノ
四
」
l
「
廿
ノ
品
川
」
l
「
六
十
」
同
「
初
日
一
ノ
四
」

|
「
初
ノ
廿
」
l
「又

O
廿
ノ
品
川
」
l
「
四
十
八
」
岡
「
初
日
一
ノ
四
」
l

「
廿
ノ
品
川
」

l
「
五
十
四
」
困
「
初
口
一
ノ
四
」

i
「
廿
ノ
舟
」

l
「
五
十

コ
ご
同
「
初
日
一
ノ
四
」
l
「
廿
ノ
舟
」
!
「
五
十
」
(
備
考
)
霞
亭
文

庫
蔵
本
は
巻
一
の
み
は
後
印
本
の
配
補
。
所
見
本
中
右
の
奥
付
を
有

す
る
も
の
は
霞
亭
文
庫
蔵
本
た
だ
一
本
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
蔵
本

は
、
宝
永
七
年
の
修
印
本
。
修
訂
箇
所
は
微
々
た
る
こ
と
で
あ
る

が
、
奥
付
所
刻
予
告
文
の
う
ち
「
追
付
」
の
二
字
を
捌
去
し
て
空
格

と
な
し
、
更
に
刊
年
記
の
「
一
一
ご
を
「
七
」
に
、
「
良
七
」
を
「
閏

八
」
に
夫
々
埋
木
し
て
改
め
て
あ
る
。
広
島
大
学
蔵
本
は
、
巻
一

t

五
は
早
印
の
善
本
で
あ
る
が
、
巻
{
ハ
の
み
は
天
理
蔵
本
と
同
極
度
の

ω風
流
曲
三
味
線
六
巻

館
霞
亭
文
庫
蔵
。

美
濃
ニ
ツ
切
横
本
六
冊
。
標
色
無
地
改
表
紙
。
後
補
書
題
簸
。
寸
法
十
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後
印
本
を
配
補
し
て
あ
る
。
た
だ
し
奥
付
を
欠
く
。
又
、
早
大
附
属

図
書
館
蔵
本
も
奥
付
を
欠
く
改
装
本
で
あ
る
が
印
面
よ
り
推
定
す
る

に
天
理
蔵
本
と
同
じ
期
の
印
本
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
の
下
記
の
諸

本
は
、
い
ず
れ
も
刊
記
奥
付
を
欠
く
更
に
後
印
の
本
で
あ
る
。
即

ち
、
慶
藤
義
塾
大
学
蔵
本
、
赤
木
文
庫
蔵
本
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫

蔵
本
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
、
同
特
別
買
上
文
庫
蔵
本

が
こ
れ
で
あ
る
。
但
し
、
狩
野
文
庫
蔵
本
巻
五
と
、
都
立
中
央
図
書

館
特
別
買
上
文
庫
蔵
本
巻
三
の
二
者
の
み
は
印
面
の
鮮
新
な
早
印
本

の
配
補
で
あ
る
。
本
書
も
又
、
多
く
刷
り
立
て
ら
れ
た
と
覚
し
く
、

印
面
の
損
耗
せ
る
後
印
本
の
み
多
く
し
て
、
完
全
な
初
印
本
を
未
だ

見
な
い
。

本
書
の
丁
付
の
如
き
は
、
他
の
八
文
字
屋
刊
本
に
例
を
見
な
い
方
式
で

あ
っ
て
、
こ
れ
な
ど
も
未
だ
版
式
上
の
整
斉
を
見
な
い
段
階
の
態
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
外
題
左
の
副
題
は
東
大
本
擦
損
の
た
め
読
め
ず
。
名
古
屋
大
学
岡

谷
文
庫
蔵
本
を
以
て
補
読
せ
り
。
)
以
下
の
各
巻
も
こ
れ
に
同
型
式

で
あ
る
。
そ
の
一
々
の
副
題
は
今
省
略
に
従
う
。
序
一
了
。
作
者
名

「
八
文
字
/
自
笑
」
。
序
年
記
「
宝
永
八
年
卯
月
中
旬
、
目
録
各
一

了
。
内
題
な
し
。
目
録
題
「
隊
以
州
知
飯
山
知
」
o

三
方
双
辺
(
但
序
了
は

四
周
双
辺
。
匡
郭
の
意
匠
は
同
ノ
働
項
参
照
。
〉
無
界
。
毎
半
葉
十

四
行
。
匡
郭
高
十
三
・
ニ
糎
。
版
心
左
図
の
通
り
。

間
傾
城
禁
短
気
六
巻
宝
永
八
年
刊
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
蔵
。

横
顔
半
紙
本
六
冊
。
淡
繰
色
雷
紋
繋
地
に
唐
草
紋
様
空
押
行
成
表
紙

原
装
(
カ
〉
。
原
題
簸
ハ
左
図
の
如
し
)
寸
法
十
四
・
八
糎
×
ニ
十
二
・
一
ニ

糎。

長及;
実ィ頃古
老城宮
桑繁:
蒲奏豆交

支気き
勿
な

よ
♂

・

7
~

巻

桂一

者二

品三L
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各
丁
ノ
ド
に
耳
格
を
設
け
て
略
題
(
巻
一
は
「
た
ん
き
」
、
巻
二
以

下
「
き
ん
た
ん
」
)
、
巻
付
丁
付
を
刻
す
。
尾
題
な
し
。
各
巻
末
に

「一

(
t
六
〉
之
巻
終
」
。

巻
六
巻
末
奥
付
丁
に
『
情
ひ
な
形
』
五
巻
『
当
世
御
伽
曾
我
』
八

ふ
た
ご

巻
『
野
傾
咲
分
色
存
』
五
巻
の
三
点
の
広
告
を
列
記
し
、
そ
の
次

に
、
次
の
如
く
刻
す
。

右
三
色
共
-
一
本
出
し
申
侯

宝
永
八
年
卯
月
吉
日

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板

(
丁
付
)
ハ
門
序
「
初
日
こ

i
「
舟
コ
一
」
向
目
録
「
一
一
」

l
「
廿
ノ
品
川
」

l

「
四
十
二
」
国
同
コ
ご

l
「
廿
ノ
品
川
」
l
「
四
十
四
」
側
同
コ
ご

i

「
品
川
四
」
国
同
コ
こ
l
「
廿
ノ
舟
」
l
「
四
十
二
」
同
同
コ
こ
l
「廿

ノ品川」
l
「
品
川
九
」
〈
備
考
〉
本
書
に
も
屡
次
に
亘
る
印
本
が
あ
っ
て

後
印
本
が
殆
ど
で
あ
る
。
東
大
本
は
、
比
較
的
早
印
本
で
あ
る
が
、

奥
付
の
「
右
三
色
共
こ
の
下
に
ニ
字
分
空
格
あ
る
は
第
二
次
印
以

降
の
後
印
本
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
初
印
本
は
、
東
北
大
学

狩
野
文
庫
に
存
す
る
が
、
初
印
時
当
該
部
分
は
、
「
右
三
色
共
-
一
来
月

本
出
し
申
候
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
来
月
」
ニ
宇
を
捌
去
し
た

の
は
、
広
告
の
三
点
、
が
既
刊
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
ど

う
し
て
も
、
こ
こ
に
空
格
あ
る
本
は
正
徳
三
年
以
降
の
印
本
で
あ
る

と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
、
惜
し
む
ら
く
は
、
狩
野
文
庫
本
は
、
巻

六
の
み
が
初
印
本
で
あ
っ
て
、
巻
一

t
五
は
可
成
下
る
後
印
本
の
配

補
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
初
印
本
の
巻
六
の
み
の
端
本
は
、
慶
大
斯
道

文
庫
に
も
蔵
す
る
。
又
巻
二
と
五
の
み
の
初
印
と
認
む
べ
き
本
の
端

本
は
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
に
存
す
る
が
、
未
だ
初
印
の
完

本
を
見
な
い
。
東
大
本
と
同
じ
程
度
の
後
印
本
は
、
京
都
大
学
国
文

学
研
究
室
に
も
一
本
あ
る
。
(
但
、
原
奥
付
を
去
っ
て
新
紙
を
補
つ

で
あ
る
〉
。
本
書
は
、
更
に
後
印
に
な
る
と
、
こ
の
奥
付
を
全
く
去
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
無
刊
記
後
印
本
は
、
総
じ
て
印
面
甚
だ

悪
く
印
行
は
余
程
下
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名
古
屋
大
学
岡

谷
文
庫
蔵
本
(
取
合
せ
本
。
存
四
冊
〉
、
天
理
図
書
館
蔵
本
(
取
合

せ
本
〉
、
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵
甲
乙
ニ
本
、
都
立
中
央
図
書
館
特

別
買
上
文
庫
蔵
本
、
同
加
賀
文
庫
蔵
別
本
、
赤
木
文
庫
蔵
本
(
こ
の

本
は
空
格
あ
る
奥
付
を
有
す
る
が
、
奥
付
の
み
は
配
補
に
し
て
本
文

は
後
印
。
)
、
広
島
大
学
蔵
本
(
但
し
巻
四
の
み
は
早
印
本
の
配
補
)

等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
無
刊
記
の
後
印
本
に
つ
い
て
は
、
天
明
頃

の
菱
屋
治
兵
衛
(
京
)
の
蔵
板
目
録
(
慶
大
図
書
館
蔵
〉
に
、
「
傾

(
マ
マ
)

城
禁
談
気
、
六
冊
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
、
或
い
は
板
元
菱
屋
方
か

と
も
疑
わ
れ
る
(
注
時
)
。
又
下
っ
て
文
政
十
二
年
の
大
坂
河
内
屋

吉
兵
衛
、
今
津
屋
辰
三
郎
方
よ
り
印
行
の
購
板
後
印
本
が
関
西
大
学

に
あ
る
が
今
の
所
未
見
。

本
書
は
、
八
文
字
屋
が
ニ
ツ
切
横
本
か
ら
目
先
を
変
え
て
打
出
し
た
横

綴
半
紙
本
に
よ
る
初
の
作
品
で
あ
る
。
本
書
に
先
立
っ
て
、
宝
永
七
年
刊

『
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
』
巻
五
巻
末
に
、
蛇
足
的
部
分
を
附
し
て
「
追
付

け

い

せ

い

き

ん

た

ん

き

〈

わ

し

と

き

傾
城
禁
短
気
と
い
ふ
物
に
委
く
説
あ
ら
は
す
べ
し
」
な
ど
と
云
い
、
更

に
又
、
挿
画
中
に
も
寺
の
絵
を
描
き
て
、
そ
の
柱
に
一
札
を
か
け
て
日
く

「
傾
城
禁
短
気
尚
一
計
一
酌
る
」
と
し
、
又
作
中
人
物
の
セ
リ
フ
と
し
て
、
「
拐

も
き
〉
ご
と
か
な
」
と
評
判
せ
し
め
て
、
ち
ゃ
っ
か
り
と
本
書
の
宣
伝
を
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な
し
て
い
る
。
蓋
し
、
八
文
字
屋
の
、
新
書
型
本
に
対
す
る
意
欲
を
窺
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
序
、
刊
記
の
形
式
、
版
心
の
処
理
な
ど
、
大
分
整
っ
て

は
来
た
が
、
丁
付
の
附
け
方
な
ど
一
定
せ
ぬ
処
も
あ
っ
て
、
第
二
期
以
降

の
作
品
群
の
形
態
と
は
、
な
お
些
か
の
運
庭
を
見
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍

ら
、
本
書
も
又
、
非
常
な
好
評
を
博
し
た
こ
と
は
、
伝
存
本
多
く
印
面
の

磨
損
甚
し
き
を
見
て
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。

今
、
右
の
『
傾
城
禁
短
気
』
の
奥
付
広
告
中
に
『
当
世
御
伽
曾
我
』
八

巻
の
名
、
が
見
え
て
い
る
こ
と
を
誌
し
て
お
い
た
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
書

は
、
正
徳
三
年
正
月
に
『
当
世
御
伽
曾
我
』
同
二
月
に
『
当
世
御
伽
曾
我

後
風
流
東
鑑
』
の
前
後
編
併
せ
て
十
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

尚
、
同
年
三
月
に
も
奥
付
広
告
文
と
刊
月
記
に
入
木
修
整
を
施
し
た
後

(
修
〉
印
本
が
存
す
る
。
即
ち
、
も
と
「
右
三
色
共
に
近
日
本
出
し
申
候
」

と
あ
っ
た
の
を
、
「
除
炉
本
出
し
・
:
」
に
、
又
「
正
徳
三
年
忍
〈
己
「
一
月
吉
日
」

と
あ
っ
た
の
を
「
三
月
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
の
で
あ
る
。
(
名
古
屋
大

学
岡
谷
文
庫
蔵
本
〉
。
こ
の
両
書
は
、
前
後
編
合
十
巻
と
い
う
形
で
八
文

字
屋
が
刊
行
し
た
作
品
群
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
類
例
に
次
の
如

き
も
の
が
あ
る
。

ゃ

う

む

か

し

お

と

と

正
徳
四
年
『
女
男
伊
勢
風
流
』
『
愛
敬
昔
色
好
』
各
三
巻
三
冊
合

六
巻
二
つ
切
横
本
。

や
さ

正
徳
五
年
『
風
流
説
平
家
』
『
義
経
風
流
鑑
』
各
五
巻
五
冊
合
十

巻
。
二
つ
切
横
本
。

享
保
十
一
ニ
年
「
記
録
曾
我
女
黒
船
』
『
本
朝
会
稽
山
』
各
五
巻
五
冊

合
十
巻
大
本
。

あ
ふ
ぎ
い
く
さ

享
保
十
四
年
『
御
伽
平
家
』
『
風
流
扇
子
軍
』
各
五
巻
五
冊

巻
大
本
。

享
保
十
七
年
『
喋
太
平
記
』
『
楠
軍
法
鎧
鑑
』
各
五
巻
五
冊

巻
大
本
。

以
上
の
諸
作
は
、
そ
の
外
題
か
ら
も
察
し
ら
れ
る
如
く
、
古
典
の
「
ゃ

っ
し
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
前
編
の
巻
標
は
「
醐
」
と

し
、
後
編
の
巻
標
は
「
園
田
」
と
す
る
の
が
例
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の

正
徳
三
年
の
両
作
に
始
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
期
の
作
品
群
に
あ
っ
て
は

「
苫
」
の
巻
標
を
刻
せ
る
も
の
は
、
か
か
る
前
後
編
続
刊
物
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
編
後
編
一
応
独
立
の
版
本
と
い
う
体
裁
を
も

ち
、
而
も
殆
ど
同
時
に
刊
行
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
印
刷
製
本
過
程
で
双
方

が
紛
乱
を
来
さ
ぬ
様
に
と
の
配
慮
で
も
あ
ろ
う
。
(
但
、
第
一
期
に
於
け

る
唯
一
の
例
外
は
、
正
徳
頃
刊
無
刊
記
『
当
流
曾
我
高
名
松
』
大
本
五
巻

五
冊
が
、
巻
標
を
「
四
幅
」
と
せ
る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
、
『
名
物
焼
蛤
』

の
ニ
点
は
、
八
文
字
屋
刊
本
中
、
大
本
と
し
て
黒
口
を
有
す
る
唯
二
つ
の

作
で
あ
っ
て
『
焼
蛤
』
の
方
は
、
中
縫
に
単
県
格
を
付
し
て
巻
標
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し

れ
ぬ
。
〉

合
十

合
十
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凶
百
性
盛
衰
記
四
巻
正
徳
三
年
刊
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

大
本
四
冊
。
淡
褐
色
無
地
表
紙
原
装
。
原
題
銭
。
外
題
「
(
新
板
/

絵
入
)
百
性
盛
衰
記
」
。
寸
法
二
十
四
・
四
糎
×
十
七
糎
。
序
な
し
。

各
巻
頭
目
録
一
了
。
目
録
題
「
百
性
配
認
静
」
o

内
題
な
し
。
四
周

単
辺
。
無
界
。
毎
半
葉
十
行
。
匡
郭
寸
法
十
九
・
七
糎
×
十
四
・
四



糎
。
版
心
八
文
字
屋
様
式
。
巻
標
黒
格
。
尾
題
な
し
。
巻
尾
に
ご

之
巻
終
」
「
ニ
ノ
巻
終
」
「
三
之
巻
終
」
「
四
ノ
巻
終
」
と
刻
す
。
刊

記
「
正
徳
三
年
巳
ニ
月
吉
日
、
中
嶋
又
兵
衛
板
」

〈
丁
付
)
付
コ
こ
l
「
七
ノ
十
五
」
l
「
廿
一
ニ
」
口
「
一
一
」
i
「
八
ノ
十

六」

l
「
廿
」
同
ご
こ

l
「
八
ノ
十
七
」
1

「
廿
一
二
」
岡
「
一
一
」
!
「
十
ノ

廿」

l
「
廿
四
」

本
書
に
は
「
八
文
字
屋
八
左
衛
門
板
」
の
刊
記
を
有
す
る
(
同
板
木
に

し
て
、
書
臨
時
名
の
み
改
め
て
あ
る
。
)
本
も
あ
る
。
(
国
会
図
書
館
蔵
本
)
、

た
だ
し
国
会
本
は
、
江
戸
後
期
に
大
坂
早
川
兵
助
求
板
本
と
し
て
印
行
さ

れ
た
後
印
本
で
あ
る
の
で
、
今
こ
の
両
書
を
比
較
し
て
も
直
ち
に
そ
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
然
し
乍
ら
、

川
四
巻
四
冊
と
い
う
構
成
の
異
色
な
る
事

同
板
下
書
・
挿
画
と
も
、
例
え
ば
『
当
世
御
伽
曾
我
』
な
ど
同
期
の

八
文
字
屋
刊
本
と
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
。
(
但
、
本
書
板
下
は
一
筆

で
は
な
い
。
)

州
大
本
で
毎
半
葉
十
行
と
い
う
版
式
は
八
文
字
屋
刊
本
に
は
他
に
例

カ
な
し

同
挿
画
に
セ
リ
フ
を
付
刻
し
な
い
。

な
ど
の
理
由
か
ら
、
恐
ら
く
中
嶋
又
兵
衛
刊
本
が
先
で
、
八
文
字
屋
板
は

求
板
後
印
本
な
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
版
心
の
様
式
な

ど
八
文
字
屋
式
を
採
り
、
丁
付
も
当
時
の
八
文
字
屋
の
そ
れ
に
近
い
処
か

ら
み
て
、
八
文
字
屋
の
指
導
下
に
中
嶋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
、
後
に

八
文
字
屋
が
求
板
し
、
書
埠
名
を
入
木
し
て
改
め
て
印
行
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
寛
保
元
年
刊
『
魁
対
査
』
〈
国
会
図
書
館
蔵
本
)
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』

(
早
稲
田
大
学
蔵
本
)
両
書
の
巻
末
な
る
蔵
板
目
録
に
は
、
本
書
を
掲
げ

な
い
が
、
寛
保
三
年
刊
『
雷
神
不
動
桜
』
(
国
会
図
書
館
蔵
本
)
の
巻
末

蔵
板
目
録
に
は
収
め
て
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
凡
そ
こ
の
頃
に
求
板
し

た
も
の
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。
類
例
と
し
て
、
同
じ
く
正
徳
三
年
正
月
刊

『
今
川
一
睡
記
』
同
五
月
刊
『
当
世
信
玄
記
』
、
が
あ
る
。
こ
の
こ
点
は
前

記
寛
保
元
年
の
蔵
板
目
録
に
入
っ
て
い
る
処
を
見
る
と
そ
れ
以
前
の
求
板

か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
両
書
に
就
て
は
、
八
文
字
屋
の
刊
記
を
有
す
る

も
の
を
見
な
い
。
又
正
徳
六
年
刊
『
曾
我
鎌
倉
飛
脚
』
な
ど
も
、
中
嶋
よ

り
八
文
字
屋
の
版
式
に
倣
っ
て
刊
行
さ
れ
た
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
八
文

字
屋
に
求
板
せ
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
か
ら
、
今
対
象
か
ら
外
し
て
お
く
。

冒
頭
に
「
八
文
字
屋
と
他
書
障
と
の
共
同
出
版
」
と
し
て
「
相
板
」
と
言

わ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
種
の
も
の
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
後
に
江
嶋
屋
と
八
文
字
屋
が
「
相
板
」
と
銘
打
っ
て
刊
行
し
た
諸
作

に
限
定
さ
れ
る
の
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
類
例
に
、
江
戸
鱗
形
屋
孫

兵
衛
よ
り
刊
行
の
『
風
流
東
海
硯
』
(
五
巻
。
元
文
二
年
刊
)
『
禁
短
気
次

編
』
『
禁
短
気
三
編
』
(
各
五
巻
。
明
和
二
年
刊
〉
が
あ
る
。
右
の
う
ち
、

後
の
こ
書
は
、
刊
記
に
は
板
元
名
を
「
露
鱗
堂
山
野
孫
兵
衛
」
と
す
る
が
、

そ
の
住
所
は
「
大
伝
馬
町
三
丁
目
」
で
あ
る
か
ら
、
『
風
流
東
海
硯
』
と

同
じ
く
、
鱗
形
屋
孫
兵
衛
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
元
文
六
年

(
寛
保
元
年
)
刊
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
(
早
稲
田
大
学
蔵
本
)
所
附
八
文
字
屋

蔵
板
目
録
に
は
、
『
風
流
東
海
硯
』
の
所
に
「
江
戸
板
」
と
注
記
す
る
。

然
る
に
、
寛
保
三
年
刊
『
薄
雪
音
羽
滝
』
(
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
〉
所

附
蔵
板
目
録
(
八
文
字
屋
〉
に
は
、
こ
の
「
江
戸
板
」
と
い
う
注
記
が
無

い
。
ハ
『
逆
沢
潟
鎧
鑑
』
の
蔵
板
目
録
と
『
薄
雪
音
羽
滝
』
の
そ
れ
と
は
別
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板
。
〉
次
い
で
宝
暦
九
年
刊
『
契
情
蓬
莱
山
』
(
岩
瀬
文
庫
蔵
本
)
等
所
附

の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
(
上
記
二
種
の
い
ず
れ
と
も
別
板
)
に
な
る
と
、

『
風
流
東
海
硯
』
の
名
を
掲
載
し
な
い
の
が
怪
し
ま
れ
る
が
、
後
に
明
和

四
年
に
八
文
字
屋
か
ら
板
木
を
購
っ
て
大
坂
の
升
屋
が
印
行
し
た
『
側
傾

性
野
群
談
』
(
享
保
二
年
序
刊
)
(
京
都
大
学
頴
原
文
庫
蔵
本
)
所
附
の
奥

附
求
板
目
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
凡
そ
寛
保
初
年
頃
鱗
形
屋
か

ら
八
文
字
屋
に
板
木
が
移
っ
て
そ
の
ま
ま
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
『
禁
短
気
次
編
』
『
同
三
編
』
も
、
明
和
六
年
刊
『
略
縁
記
出
家
形
気
』

(
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
〉
等
所
附
の
八
文
字
屋
蔵
板
目
録
に
出
て
い
る

か
ら
、
や
は
り
鱗
形
屋
が
(
八
文
字
屋
の
協
力
の
下
に
)
刊
行
し
た
も
の

を
、
後
に
八
文
字
屋
で
求
板
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
る
に
、
こ
の
二

書
は
、
前
述
の
『
側
一
傾
性
野
群
談
』
所
附
升
塵
求
板
目
録
に
出
て
い
な
い

ば
か
り
か
、
や
は
り
明
和
四
年
に
升
麗
が
求
板
し
て
、
恐
ら
く
明
和
八
年

に
印
行
し
た
と
覚
し
き
(
注
げ
〉
『
那
智
御
山
手
管
滝
』
(
岩
瀬
文
庫
蔵
本
)

所
附
の
升
屋
彦
太
郎
の
蔵
板
目
録
に
も
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
は

姑
く
八
文
字
屋
の
手
許
に
残
っ
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
江
戸
の
鱗
形
屋
孫
兵
衛
の
刊
行
の
三
点
に
つ
い
て
も
、

中
嶋
又
兵
衛
刊
行
の
前
述
の
諸
書
と
同
様
の
経
緯
を
考
え
、
同
じ
く
八
文

字
屋
と
の
共
同
出
版
書
と
考
え
る
の
、
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
と
信
ず
る
。

美
濃
ニ
ツ
切
横
本
。
五
冊
。
香
色
無
地
表
紙
原
装
。

(
但
巻
一
は
剥
落
)
。
題
簸
意
匠
左
の
如
し
。

紅
紙
原
題
簸(注18)
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倒
傾
城
寵
照
君

五
巻

享
保
三
年
刊

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
。

八
文
字
屋

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板

〈
丁
付
)
叫
序
・
名
寄
「
初
一

t
初
五
」
目
録
「
一
一
」
i
「
十
ノ
廿
」

l

「
廿
七
」
口
コ
こ
l
「
十
ノ
廿
」
!
「
廿
六
」
同
以
下
巻
口
に
同
然
。

各
最
終
了
付
同
「
廿
七
」
岡
最
終
下
は
裏
表
紙
見
返
に
な
っ
て
い
て

丁
付
な
し
。
そ
の
前
の
了
「
廿
七
」
。
国
最
終
了
は
裏
表
紙
見
返
〈
奥

付
)
で
丁
付
不
明
。
そ
の
前
の
丁
「
廿
五
」

(
備
考
)
巻
二
裏
表
紙
見
返
し
に
『
百
人
女
郎
品
定
』
を
本
の
絵
入

に
て
広
告
し
、
「
(
上
略
)
西
川
筆
ニ
市
御
た
し
な
み
草
紙
に
い
た
し

追
付
出
し
申
ゆ
へ
御
し
ら
せ
の
た
め
書
印
申
候
」
と
口
上
を
附
刻

同
じ
き
享
保
年
間
の
八
文
字
屋
刊
本
の
う
ち
、
問
題
あ
る
一
書
と
し

け
い
せ
い
か
ま
ど
し
ゃ
う
f
ん

て
、
享
保
三
年
十
一
月
刊
『
傾
城
竃
照
君
』
五
巻
、
が
あ
る
。



し
て
い
る
。
但
し
こ
の
広
告
丁
は
、
正
徳
五
年
刊
『
義
経
風
流
鑑
』

巻
末
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
と
同
板
で
、
た
だ
そ
の
「
正
徳
五
年
末
ノ

如
月
吉
日
」
と
あ
っ
た
年
記
を
耐
去
し
て
こ
こ
に
流
用
し
た
も
の
と

ぶ
と
く
か
ま
く
ら
き
う
き

思
わ
れ
る
。
又
巻
三
の
裏
表
紙
見
返
し
に
は
、
『
武
徳
鎌
倉
旧
記
』

に

し

か

わ

が

た

前
編
十
二
巻
(
「
全
部
廿
五
巻
之
内
」
と
す
)
『
西
川
ひ
な
形
』
全
部

し

よ

わ

寸

い

る

め

き

・

き

ね

は

ん

の

き

や

ら

ま

く

ら

や

五
巻
『
諸
分
留
〕
目
利
』
全
部
五
巻
『
寝
襲
伽
羅
枕
』
全
部
三
巻
『
野

寸
ρ

い
ろ
ふ
た
ど

償
配
]
有
』
全
部
玉
巻
の
五
点
を
広
告
し
、
う
ち
『
武
徳
:
・
』
『
西
川

:
・
』
『
野
傾
:
・
』
の
三
点
に
は
既
刊
の
旨
を
附
刻
し
、
残
る
二
点
に

つ
い
て
は
、
「
ニ
色
は
近
日
本
出
し
申
ゆ
へ
御
し
ら
せ
の
為
書
印
申

候
以
上
」
と
口
上
が
あ
る
。
但
し
、
既
刊
を
告
知
す
る
「
本
出
し
置

申
候
」
「
比
本
は
出
し
置
申
侯
」
の
部
分
は
入
木
か
と
思
わ
れ
、
上

記
の
近
刊
予
告
の
口
上
に
就
て
も
何
ら
か
の
修
板
が
あ
る
よ
う
に
見

え
る
か
ら
、
こ
の
広
告
丁
も
ま
た
、
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
別
書
に
附

せ
ら
れ
た
も
の
に
一
部
修
を
加
え
て
こ
こ
に
流
用
し
た
も
の
か
と
考

え
ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
の
刊
本
に
同
板
の

広
告
を
附
し
た
例
を
未
だ
見
出
し
得
な
い
の
で
疑
い
を
提
出
す
る
に

と
ど
め
た
い
。
本
書
は
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
に
も
同
じ
八

文
字
屋
の
刊
記
を
有
す
る
一
本
(
但
し
、
こ
ち
ら
は
改
装
合
綴
本
に

し
て
、
右
の
広
告
部
分
は
一
切
無
い
。
〉
が
存
す
る
が
、
こ
れ
は
大

東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
比
し
て
は
後
印
本
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、

巻
一
の
「
七
」
と
丁
付
の
あ
る
丁
の
表
、
一

t
三
行
目
あ
た
り
を
見

る
と
、
殆
ど
判
読
不
能
な
程
の
板
木
の
損
傷
が
認
め
ら
れ
、
か
か
る

損
傷
の
無
い
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
と
は
明
確
に
印
の
早
後
を
画
し

得
る
の
で
あ
る
。
初
、
次
に
天
理
図
書
館
蔵
本
の
刊
記
は
次
の
通
り

で
あ
る
。享
保
三
年
皮
ノ
中
冬

綿
屋

大
坂
北
ほ
り
江
市
の
側
喜
兵
衛
板

所
謂
「
綿
屋
印
本
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵
本
、

国
会
図
書
館
蔵
本
の
二
本
も
こ
の
綿
屋
印
本
で
あ
る
。
(
但
し
二
本

と
も
に
刊
記
の
部
分
を
破
損
〉
。
そ
こ
で
、
こ
の
八
文
字
屋
本
と
綿

屋
本
と
を
比
べ
る
と
、
綿
屋
本
の
方
は
、
一
部
覆
せ
刻
に
な
っ
て
い

る
の
と
、
一
ケ
所
板
木
切
継
に
よ
る
修
板
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
即
ち
、
巻
一
の
名
寄
の
う
ち
「
初
四
」
と
丁
付
の
あ
る
一
丁
、

巻
四
の
最
終
了
(
裏
表
紙
見
返
し
。
半
丁
)
、
巻
五
の
最
終
了
(
裏
表

紙
見
返
し
、
刊
記
丁
、
半
丁
〉
の
三
者
は
、
明
ら
か
に
綿
屋
印
本
の

方
が
覆
せ
刻
に
な
っ
て
い
る
。
又
巻
一
の
「
七
」
(
丁
付
〉
の
丁
の

表
第
一
行
自
の
、
上
か
ら
六
宇
目
以
下
は
、
綿
屋
印
本
で
は
板
木
に

埋
木
し
て
修
し
て
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
箇
所
が
、
加
賀
文
庫
蔵
本
に

見
た
如
く
、
板
木
の
損
傷
甚
し
く
、
全
く
読
み
得
ぬ
事
に
対
す
る
処

置
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
早
印
本
と
、
綿
屋

修
印
本
と
を
比
較
す
る
と
、
修
板
箇
所
に
於
て
は
、
文
言
に
相
異
が

あ
る
の
で
左
に
掲
げ
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。
左
の
通
り
で
あ
る
。

(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
原
刊
本
〉

開
度
な
い
。
そ
な
た
達
の
さ
る
ま
つ
が
異
見
聞
事
に

(
天
理
図
書
館
蔵
綿
屋
修
印
本
)

開
度
な
い
。
そ
な
た
が
た
い
へ
い
ら
く
を
ベ
ら
ノ
¥
と
聞
事
に

(
傍
点
林
〉

右
の
如
く
、
傍
点
部
が
埋
木
に
よ
る
修
板
箇
所
で
あ
る
が
、
全
く
別
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の
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
大
坂
新
町
の
遊
女
屋
茨
木
屋
幸
斎
が
審
修
倦
上
の
沙
汰
あ
る
に

よ
っ
て
召
捕
闘
所
所
払
に
処
せ
ら
れ
た
一
件
を
山
根
太
夫
に
や
っ
し
て
脚

色
し
た
際
物
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
が
当
時
の
京
阪
の
寄
舞
伎
や
浄
瑠
璃

に
、
い
ち
早
く
脚
色
さ
れ
て
、
一
種
の
ブ
i
ム
を
巻
起
し
た
こ
と
、
石
川

潤
二
郎
氏
(
『
「
傾
城
竃
照
君
」
と
「
傾
城
山
析
太
夫
」
と
』
国
文
学
研
究

第
二
十
六
集
)
、
長
谷
川
強
氏
(
「
浮
世
草
子
研
究
資
料
と
し
て
の
絵
入
狂

言
本
」
法
文
論
叢
第
十
八
号
)
大
橋
正
叔
氏
(
「
茨
木
屋
幸
斎
一
件
と
海

音
・
近
松
」
近
世
文
芸
第
二
十
七
・
二
十
八
合
併
号
)
等
従
来
論
ぜ
ら
れ

来
っ
た
所
で
あ
っ
て
、
本
書
は
、
そ
の
演
劇
方
面
よ
り
の
影
響
下
に
(
即

ち
茨
木
屋
物
ブ
!
ム
の
当
て
込
み
に
よ
っ
て
)
成
立
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
一
件
の
落
着
し
た
の
が
享
保
三
年
の
九
月
中
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
十
月
中
に
競
っ
て
上
演
さ
れ
た
浄
瑠
璃
、
一
母
舞
伎
を
取
り
込
み
つ

つ
、
間
十
月
を
挿
ん
で
早
速
そ
の
翌
々
月
十
一
月
に
「
竃
照
君
」
を
刊
行

し
て
の
け
た
八
文
字
屋
の
ス
ピ
ー
ド
出
版
ぶ
り
は
ま
さ
に
目
を
陸
る
も
の

が
あ
る
。
折
し
も
其
積
と
の
和
解
を
得
た
八
文
字
屋
八
左
衛
門
の
壮
ん
な

る
意
気
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
然
し
、
本
書
も
又
、
八
文
字
屋
の
凋

落
に
際
会
し
て
、
明
和
四
年
中
に
大
坂
升
慶
大
蔵
方
へ
売
却
さ
れ
た
こ

と
、
京
都
大
学
文
学
部
頴
原
文
庫
蔵
『
糊
僻
俄
野
都
新
』
明
和
四
年
印
本

所
附
升
屋
蔵
板
目
録
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
升
屋
印
行
本

は
未
だ
見
な
い
。
や
が
て
板
木
は
三
転
し
て
同
じ
き
大
坂
の
綿
屋
の
手
に

渡
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
時
期
は
明
確
に
出
来
な
い
が
、
渥
美
清

太
郎
氏
編
「
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
(
十
〉
」
ハ
「
芸
能
」
昭
和
三
十
五

年
二
月
号
〉
に
拠
る
と
、
寛
政
元
年
五
月
、
大
坂
堀
江
座
に
於
て
、
や
は

ζ

ひ
O
お
も
に

り
茨
木
屋
幸
斎
物
で
あ
る
「
博
多
織
恋
鏑
」
が
上
演
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

同
じ
町
内
に
あ
っ
て
、
予
て
狂
言
本
や
番
付
類
な
ど
の
刊
行
を
業
と
し
て

い
た
綿
屋
喜
兵
衛
に
よ
っ
て
、
こ
の
演
目
に
対
す
る
当
て
込
み
か
ら
求
板

印
行
さ
れ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ

て
か
、
刊
記
の
丁
の
板
木
の
み
は
綿
屋
の
手
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
綿
屋
方
に
於
て
は
、
止
む
を
得
ず
当
該
丁
を
覆
せ
刻

に
し
て
印
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
覆
せ
刻
に
な
っ
て
い
る
前
述
の

各
丁
を
合
計
す
る
と
丁
度
二
丁
分
に
相
当
し
、
板
木
は
表
裏
ニ
丁
分
を
一

板
に
刻
す
る
の
を
例
と
す
る
こ
と
を
思
い
合
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
覆
せ
刻

に
よ
る
修
印
部
分
は
、
刊
記
の
丁
の
板
木
一
枚
が
綿
屋
の
手
に
入
ら
な
か

っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
時

に
、
板
木
の
損
傷
甚
し
い
巻
一
の
「
七
」
の
丁
の
一
行
を
埋
木
し
て
修
整

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
綿
屋
修
印
本
を
見
る

と
、
右
の
埋
木
の
一
ケ
所
を
除
く
諸
丁
は
、
概
ね
損
傷
少
な
く
、
全
体
に

磨
損
も
余
り
見
ら
れ
な
い
の
で
、
原
刊
時
よ
り
印
行
さ
れ
た
部
数
は
さ
し

て
多
く
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
板
木
切
継
部
分
の
文

言
が
相
異
す
る
事
実
も
、
綿
屋
が
修
板
す
る
に
当
っ
て
、
初
印
時
の
当
該

筒
所
を
明
確
に
判
読
し
得
る
本
を
入
手
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
以
て
本
書
の
流
布
の
程
度
を
知
る
べ
き
か
と
考
え

る。
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以
上
、
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
第
一
期
の
書
誌
的
諸
事
項
を
見
て
来
た
。

す
る
と
、
そ
の
書
型
・
版
式
と
も
に
、
未
だ
不
統
一
な
こ
と
が
多
く
、
然

し
乍
ら
、
第
二
期
の
統
一
さ
れ
た
版
式
の
一
つ
一
つ
は
、
既
に
悉
く
こ
の



期
に
旺
胎
し
て
い
る
事
が
分
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
こ
の
期
を
総
評

す
れ
ば
、
『
西
海
太
平
記
』
『
名
物
焼
蛤
』
『
当
流
骨
我
高
名
松
』
な
ど
刊

行
書
障
の
点
で
尚
疑
う
べ
き
作
も
あ
り
、
中
嶋
又
兵
衛
な
ど
と
の
共
同
関

係
も
存
し
、
其
積
と
の
確
執
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
八
文
字
屋

と
し
て
は
未
だ
十
分
な
安
定
を
得
な
い
こ
と
が
、
版
式
等
の
上
に
も
反
映

し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

司

、

.

・?
3
ょ
が
由
V

ぢ

が

h
v、

A
J

子
宝
鬼
ニ
ノ
3

氏

、.，

t
合手
d
E
4
A
q
h句
刑
事

wv若
い
時
の
船
体
う
は
げ
に
〈
い
が
い
な
の
入
ぽ
〈
う

i
h da 

-
-
え
巻

外
題
脇
副
題
各
巻
同
形
式
。
(
今
之
を
略
す
。
〉
寸
法
十
五
・
二
糎
×
こ

う
ぐ
ひ
す

十
了
九
糎
。
序
一
了
。
序
末
に
「
鴬
の
/
は
つ
子
の
日
/
作
者

江
嶋
其
積
回
(
茂
/
知
)
/
八
文
字
自
笑
囲
(
鼎
形
に
亀
の
宇
)
」
。
目
録

各
巻
首
に
一
丁
。
内
題
な
し
。
目
録
題
外
題
に
同
じ
。
四
周
単
辺
。

無
界
。
毎
半
葉
十
四
行
。
版
心
(
在
書
根
)
八
文
字
屋
様
式
。
巻
標

黒
格
。
各
丁
ノ
ド
に
耳
格
を
付
し
、
略
題
(
「
お
や
ぢ
」
〉
、
巻
付
、

丁
付
を
刻
す
。
匡
郭
寸
法
十
三
・
二
糎
×
十
九
・
ニ
糎
。
挿
画
セ
リ
フ

付
刻
。
巻
五
巻
末
廿
八
ウ
に
『
役
者
枕
が
へ
し
』
三
巻
『
紋
作
色
目

利
』
三
巻
既
刊
広
告
を
付
し
、
尚
廿
九
丁
(
奥
付
丁
)
に
『
風
流
宇

治
頼
政
』
玉
巻
『
楠
三
代
壮
士
』
玉
巻
の
既
刊
を
広
告
し
、
そ
の
奥
に

右
は
皆
々
本
出
し
置
申
候
跡
S
追
々
新
板
出
し
申
候

享
保
五
年
子
ノ
正
月
吉
日
訟
霊
長
幣
棚

と
刊
記
を
刻
す
。
尾
題
な
く
、
巻
末
に
「
一

(
t
四
)
之
巻
終
」
「
五

ノ
巻
終
」
と
刻
す
。

(
丁
付
〉
ハ
円
「
一
」
l
「
十
ノ
廿
」
l
「
廿
七
」
口
「
一
一
」
l
「
十
ノ
廿
」
|

「
廿
七
」
同
同
国
は
同
に
同
然
。
各
終
了
「
廿
五
」
「
廿
八
」
「
廿
九

終」(
備
考
〉
本
書
も
慶
次
の
後
印
本
が
あ
っ
て
、
後
印
本
は
巻
末
の
広

告
を
捌
去
し
、
奥
付
を
附
さ
な
い
。
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
蔵
本
、
東

二
、
第
二
期
(
享
保
五
年

t
寛
延
二
年
)

享
保
三
年
中
に
江
嶋
其
積
と
八
文
字
自
笑
と
の
聞
に
和
解
が
成
立
し
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
江
嶋
其
積
の
名
は
、
そ
の
翌
々

年
享
保
五
年
刊
『
楠
三
代
壮
士
』
『
風
流
宇
治
頼
政
』
に
至
っ
て
八
文
字

屋
刊
本
と
し
て
は
初
め
て
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
第
一
期
二
十
八
作

品
の
内
、
八
文
字
自
笑
の
作
者
名
を
顕
わ
し
た
も
の
は
、
九
作
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
第
二
期
以
降
の
作
品
が
、
必
ず
序
末
に
作
者
名
を
誌
す

の
と
好
対
照
で
あ
る
。
前
述
の
知
く
、
こ
の
期
以
降
の
八
文
字
屋
刊
行
浮

世
草
子
は
書
誌
極
め
て
斉
一
で
あ
る
の
で
、
左
に
代
表
的
な
も
の
を
一
、

ニ
掲
げ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

五
巻

享
保
五
年
刊

名
古
屋
大
学
図
書
館
岡
谷

附
浮
世
親
仁
形
気

文
庫
蔵
。

横
綴
半
紙
本
五
冊
。
淡
標
色
雷
紋
繋
桐
唐
草
紋
様
空
押
行
成
表
紙
原

装
。
原
題
簸
〈
左
図
の
如
し
〉
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洋
文
庫
岩
崎
文
庫
蔵
本
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
、
岩
瀬
文
庫
蔵

本
、
早
大
附
属
図
書
館
蔵
本
(
存
首
三
巻
〉
、
国
会
図
書
館
蔵
甲
乙

ニ
本
、
天
理
問
書
館
蔵
本
、
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
本
な
ど

が
こ
れ
で
あ
る
。
尚
、
広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
の
一
本
は
名

大
岡
谷
文
庫
蔵
本
に
同
じ
き
早
印
本
で
あ
る
が
巻
三
の
み
は
後
印
本

の
配
補
で
あ
る
。
又
、
名
古
屋
大
学
図
書
館
皇
学
館
文
庫
に
も
初
印

の
一
本
を
蔵
す
る
が
、
汚
損
の
甚
し
い
本
で
あ
る
。
国
書
総
目
録
に

よ
れ
ば
、
本
書
に
は
元
文
元
年
、
享
和
三
年
の
後
印
本
が
存
す
る
由

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
未
だ
見
る
こ
と
を
得
な
い
。

総
じ
て
横
'
続
半
紙
本
は
、
本
書
と
殆
ど
同
じ
版
式
に
拠
る
の
が
例
と
な

っ
て
い
る
が
、
勿
論
、
作
品
に
よ
り
匡
郭
が
三
方
双
辺
に
な
る
こ
と
な
ど

小
異
が
あ
る
。
細
説
す
る
紙
幅
を
得
な
い
の
で
、
詳
細
は
別
稿
を
草
し
た

い
と
思
う
。

か
く
の
如
く
、
享
保
五
年
・
六
年
の
両
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
楠
三
代
壮

士
』
『
浮
世
親
仁
形
気
』
『
風
流
宇
治
頼
政
』
『
役
者
色
仕
組
』
(
以
上
享
保

五
年
)
『
女
曾
我
兄
弟
鑑
』
『
日
本
契
情
始
』
(
以
上
同
六
年
)
の
六
点
は
、

何
れ
も
江
嶋
屋
と
八
文
字
屋
の
相
板
刊
記
を
有
す
る
。

川
知
儲
靴
叩
即
日
陀
恥
五

瀬
文
庫
蔵
。

大
本
五
冊
。
茶
色
無
地
原
表
紙
。
原
題
築
(
首
巻
題
築
欠
)
「
(
新
板
/

絵
入
)
安
倍
清
明
白
狐
玉
(
幾
)
之
巻
」
(
意
匠
は
同
倒
ノ
②
項
参

照
)
。
寸
法
二
十
四
・
一
糎
×
十
七
・
五
糎
。
序
一
了
。
序
末
「
当
年

ゑ

は

う

み

の
恵
方
巳
/
午
の
初
春
/
作
者
/
其
積
間
(
茂
/
知
)
/
自
笑
図
(
鼎

五
巻

享
保
十
一
年
刊

西
尾
市
立
図
書
館
岩

あ
べ
の
せ
い
め

形
に
亀
の
宇
)
」
。
目
録
各
巻
一
了
。
内
題
な
し
。
目
録
題
「
安
倍
清

即
断
犯
五
」
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
毎
半
葉
十
二
行
。
挿
画
セ
リ
フ

付
刻
。
版
心
八
文
字
屋
様
式
。
巻
標
黒
格
。
匡
郭
寸
法
二
十
・
六
糎

×
十
六
・
五
糎
。
巻
尾
「
一

(
t
五
)
之
巻
終
」
。
刊
記
次
の
如
し
。

亭
保
十
一
年
午
正
月
吉
日

八
も
ん
じ
ゃ

ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
わ
ん
じ
下
ル
町
八
左
衛
門
板

〈
丁
付
)
付
「
一
」
|
「
十
ノ
廿
」
i
「
廿
六
」
同
コ
ご
l
「
十
ノ
廿
」
i

「
廿
六
」
回
以
下
同
に
同
然
。
各
終
了
「
廿
六
」
「
廿
玉
」
「
廿
四
」

(
備
考
)
本
書
は
岡
山
大
学
池
田
家
文
患
に
極
め
て
保
存
の
良
い
早

印
本
が
あ
る
。

本
書
は
、
第
二
期
大
本
と
し
て
典
型
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
期

の
刊
本
は
、
ほ
ぽ
ど
れ
も
同
然
と
見
て
誤
り
で
な
い
。

さ
て
、
こ
の
期
の
作
品
に
就
て
概
観
し
て
み
る
と
、
八
文
字
屋
が
其
積

と
和
解
の
後
、
周
到
な
計
画
性
を
以
て
出
刊
し
て
行
っ
た
事
が
八
刀
る
。
即

ち
、
次
の
様
な
事
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
毎
年
五
月
に
二
作
乃
至
一
一
一
作
刊
行
(
注
四
)

②
序
一
丁
を
付
し
、
序
末
に
作
者
名
を
署
す
が
、
自
笑
と
其
績
の
記

載
順
は
、
平
等
を
期
す
。
即
ち
、
『
安
倍
清
明
白
狐
玉
』
が
「
其
積

!
自
笑
」
の
順
な
れ
ば
、
同
年
刊
明
出
世
蹴
か
昔
物
語
』
は
「
自
笑

i
其
積
」
の
順
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
か
な
り
き
ち

ん
と
守
ら
れ
て
お
り
、
年
一
ニ
作
出
刊
の
時
は
、
其
積
を
先
と
す
る
も

の
こ
作
、
自
笑
を
先
と
す
る
も
の
一
作
、
と
い
う
風
に
作
る
こ
と
が

殆
ど
で
あ
る
。
第
二
期
後
半
、
即
ち
其
積
残
後
の
元
文
一
ニ
・
四
両
年

は
、
自
笑
の
単
独
名
を
以
て
刻
し
、
元
文
五
年
以
降
、
延
亭
四
年
刊
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『
自
笑
楽
日
記
』
ま
で
の
諸
作
品
は
全
て
自
笑
・
其
笑
の
名
を
以
て

刻
す
。

③
其
積
生
前
刊
行
作
品
に
就
て
は
、
三
作
出
刊
の
場
合
は
三
作
共
大

本
と
い
う
こ
と
が
な
い
様
に
、
書
型
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
持
た
せ
て

あ
る
。
(
然
し
其
積
残
後
元
文
五
年
以
降
は
第
三
期
末
迄
殆
ど
す
べ

て
大
本
と
な
る
の
で
あ
る
。
)
(
注
加
〉

④
大
本
二
作
刊
行
の
場
合
、
巻
標
を
変
え
て
出
刊
。
例
え
ば
、
元
文

ね
の
び
の

三
年
刊
『
善
悪
両
面
常
穂
染
』
の
巻
標
「
圏
」
同
年
刊
『
忠
孝
寿

門
松
』
の
巻
標
「

Z
」
と
せ
る
が
如
し
。
又
三
作
刊
行
の
場
合
は
内

一
作
は
「

O
」
な
ど
の
記
号
を
以
て
す
る
か
、
若
し
く
は
文
字
を
巻

標
と
な
す
な
ど
、
同
一
に
な
ら
ぬ
様
工
夫
し
て
あ
る
。

⑤
版
式
は
殆
ど
例
外
な
く
『
安
倍
清
明
白
狐
玉
』
に
同
じ
。
(
注
幻
)

三
十
年
間
に
亘
っ
て
、
上
記
の
知
く
斉
一
な
計
画
的
出
版
が
遂
行
さ
れ

た
事
は
驚
く
程
で
あ
る
が
、
果
し
て
、
か
か
る
斉
一
化
へ
の
志
向
は
、
そ

の
文
学
的
水
準
に
良
い
結
果
を
費
す
で
あ
ろ
う
か
。
読
者
の
側
か
ら
し
て

も
「
正
月
恒
例
の
」
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
そ
の
内
容
が
勢
い
演
劇
に
依

存
し
、
古
典
の
や
っ
し
事
に
終
始
す
る
如
き
定
例
化
の
方
向
を
辿
っ
た
と

し
て
も
、
こ
れ
は
止
む
事
を
得
ぬ
趨
勢
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
一
作
あ
た
り
の
量
を
見
て
も
、
第
一
期
の
其
積
作
品
に
比
し

て
、
こ
の
第
二
期
を
通
じ
て
、
そ
の
書
冊
は
徐
々
に
徐
々
に
薄
い
も
の
と

な
っ
て
行
き
、
質
量
共
に
貧
弱
化
の
一
途
を
辿
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

一
ニ
、
第
三
期
(
寛
延
三
年

t
明
和
六
年
)

元
文
二
年
刊
『
風
流
東
海
硯
』
を
最
後
に
其
積
の
名
は
八
文
字
屋
刊
本

か
ら
消
え
、
第
二
期
末
延
享
四
年
刊
『
自
笑
楽
日
記
』
を
期
に
自
笑
の
名

も
消
え
る
。
こ
れ
よ
り
姑
く
は
「
其
笑
・
瑞
笑
」
の
名
で
刊
行
さ
れ
る
時

代
が
続
く
の
で
あ
る
。
臓
て
寛
延
三
年
、
八
文
字
屋
は
有
力
な
代
作
者
多

国
南
嶺
を
喪
う
。
そ
れ
と
符
節
を
合
す
る
が
如
く
、
同
じ
き
寛
延
三
年
正

わ

が

ま

ま

ぼ

た

ん

月
刊
『
教
訓
私
億
育
』
(
五
巻
)
同
『
頼
信
理
軍
記
』
(
五
巻
〉
以
降
の

作
は
、
版
心
の
様
式
な
ど
に
若
干
の
変
化
を
見
せ
る
。
時
代
の
噌
好
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
些
か
で
も
新
味
を
狙
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う

か
。
が
、
そ
れ
と
て
も
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
が
二
ツ
切
横
本
浮
世
草

子
を
創
始
し
、
『
傾
城
禁
短
気
』
が
横
綴
半
紙
本
を
以
て
世
に
問
う
て
大

い
に
八
文
字
屋
の
声
価
を
高
か
ら
し
め
た
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
最
早

そ
こ
に
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。
こ
の
第
三
期
に
入
つ
て
の
版
式
改
変

は
、
ほ
ん
の
一
寸
し
た
小
手
先
の
細
工
と
も
評
す
べ
く
、
却
っ
て
無
気
力

な
出
版
態
度
を
強
調
す
る
か
の
如
く
眺
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ

の
期
新
た
に
定
め
ら
れ
た
版
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
典
型
例
と
し
て

『
今
昔
九
重
桜
』
の
書
誌
を
掲
げ
る
。
)
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い
ま
む
か
し

附
今
昔
九
重
桜

館
蔵
。

大
本
玉
冊
。
鼠
色
無
地
原
表
紙
。
原
題
笠
原
。
外
題
「
(
新
板
/
絵
入
)

今
昔
九
重
桜
〈
幾
〉
之
巻
」
(
意
匠
同
倒
ノ
②
項
に
同
じ
)
。
寸
法
二

十
三
・
一
糎
×
十
六
・
一
糎
。
序
一
丁
。
序
末
「
辰
の
め
で
た
き
春

作
者
/
八
文
字
李
秀
囲
(
李
秀
)
/
問
自
笑
聞
(
凌
一
芸
)
」
と
す
。
各
巻
首

い
ま
む
か
し
こ
こ
の
へ
ざ
〈
ら

目
録
一
了
。
内
題
な
し
。
目
録
題
「
今
昔
九
重
桜
」
。
四
周
単
辺
。

無
界
。
毎
半
葉
十
二
行
。
匡
郭
寸
法
十
九
・
ニ
糎
×
十
四
・
六
糎
。
版

五
巻

宝
暦
十
年
刊

東
京
大
学
附
属
総
合
図
書



心
左
の
如
し
。

A巨
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〉
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須
佐
え
四

巻
..li-

rr.. 

ua之
ゑ

巻
尾
「
一

(
t
五
)
之
巻
終
」
。
刊
記
左
の
如
し
。

審
暦
十
年
辰
正
月
吉
日
京
教
屋
町
通
誓
願
寺
下
ル
町

八
文
字
屋
八
左
衛
門
版

(
丁
付
)
付
「
初
日
ご
!
「
十
ノ
廿
」

l
「
廿
六
」
同
「
一
一
」
1

「
十
ノ

廿」
l
「
廿
六
」
回
以
下
同
に
同
然
。
各
終
了
「
廿
七
」
。

(
備
考
)
巻
三
巻
末
(
廿
七
ウ
)
に
『
都
名
所
手
引
案
内
』
『
京
町
鑑
』

『
梅
品
』
の
既
刊
広
告
を
載
せ
る
。
青
洲
文
庫
旧
蔵
。

所
見
本
中
で
は
、
こ
の
東
大
蔵
本
は
白
眉
と
評
し
て
可
で
あ
る
。
岩

瀬
文
庫
蔵
本
題
築
を
欠
き
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
は
巻
一
の
一

部
に
破
損
あ
り
、
広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は
序
の
欠
け
た
後

印
本
、
国
会
国
書
館
蔵
本
は
明
和
四
年
の
升
屋
彦
太
郎
の
求
板
後
印

本
。
東
北
大
学
蔵
本
巻
末
に
八
文
字
屋
の
「
読
本
目
録
」
ニ
丁
分
を

附
す
。

右
の
如
く
、
版
心
部
天
地
に
匡
郭
線
の
な
い
の
を
こ
の
期
の
特
色
と

し
、
尚
、
巻
標
の
入
れ
方
も
巻
五
は
丁
付
の
下
に
入
れ
る
。
又
刊
記
も
上

記
の
如
く
漢
字
糖
書
を
以
て
す
る
例
が
出
て
来
る
の
は
、
酒
落
本
の
流
行

し
だ
し
た
漢
学
志
向
の
強
い
時
代
相
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
第
三
期

は
、
宝
暦
七
年
ま
で
は
年
二
作
出
刊
に
し
て
例
外
が
な
い
。
従
っ
て
、
各

年
一
本
は
巻
標
「
闇
」
と
し
、
他
方
を
「
四
回
」
と
せ
る
は
例
の
如
く
で
あ

る
。
然
る
に
宝
暦
八
年
以
降
は
年
一
作
に
減
じ
た
た
め
、
以
後
の
作
に
は

巻
標
は
単
黒
格
を
以
て
す
る
も
の
ば
か
り
と
な
る
。
か
く
て
作
品
数
は
減

り
、
書
冊
は
愈
々
薄
く
、
書
型
も
縮
小
し
、
こ
こ
に
八
文
字
屋
本
は
、
書

誌
上
よ
り
し
て
も
、
ほ
ぼ
そ
の
命
脈
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が
印
象
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
第
四
期
(
安
永
元
年
t
天
明
六
年
)

第
三
期
末
、
宝
暦
十
三
年
刊
『
風
流
庭
訓
牲
来
』
以
後
、
明
和
元
年

t

三
年
の
聞
は
、
新
作
の
刊
行
が
な
い
。
何
れ
も
旧
作
の
改
題
後
修
本
で
お

茶
を
濁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
明
和
四
年
、
遂
に
八
文
字
屋
は
、

浮
世
草
子
に
風
切
り
を
つ
け
、
板
木
の
大
半
を
大
坂
の
升
屋
大
蔵
(
或
い

は
彦
太
郎
)
方
へ
売
却
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
中
村
幸
彦
氏
「
八
文
字
屋

本
版
木
行
方
」
(
『
国
語
国
文
学
』
昭
和
十
五
年
)
に
詳
し
い
。
か
く
て
、
淀

川
の
荷
船
が
、
今
は
磨
り
減
っ
た
八
文
字
屋
の
板
木
を
、
大
坂
へ
と
運
び

去
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
こ
の
屋
台
骨
の
傾
い
だ
八
文
字
屋

は
、
住
所
の
標
記
を
「
歎
屋
町
通
六
角
下
ル
町
」
と
改
め
た
。
(
中
村
幸
彦

氏
に
よ
る
と
同
所
の
由
で
あ
る
)
。
そ
う
し
て
、
第
三
期
を
画
し
て
、
明
和

六
年
、
最
後
の
八
文
字
屋
形
式
の
〈
注
幻
〉
版
式
を
以
て
『
略
縁
記
出
家



形
気
』
が
出
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
を
第
三
期
の
梓
尾
と
し
て
、
八
文
字
屋
刊

行
浮
世
草
子
は
第
四
の
終
謁
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
『
略
縁
記
出
家
形

気
』
で
は
、
作
者
名
を
「
八
文
舎
自
笑
」
と
し
た
が
、
第
四
期
刊
行
本

は
、
す
べ
て
こ
の
名
を
以
て
す
る
。

こ
こ
で
は
な
し
の

こ
の
期
刊
行
の
作
と
し
て
は
『
遺
放
三
番
続
』
『
鴇
話
別
世
界
』
『
浮

世
壱
分
五
厘
』
『
真
実
偽
虚
実
』
『
陳
扮
漢
』
の
五
作
が
あ
る
が
、
『
別
世

界
』
『
偽
虚
実
』
の
二
編
は
所
在
を
知
ら
な
い
。
所
見
三
種
の
う
ち
、
コ
一

番
続
』
『
壱
分
五
厘
』
は
役
者
評
判
記
開
口
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
て
、
厳

密
に
は
浮
世
草
子
と
言
え
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
作
で
あ
り
、
ニ
ツ
切
横

本
。
版
心
は
里
山
口
を
以
て
し
、
丁
付
に
も
「
十
ノ
廿
」
の
如
き
水
増
し
を

し
な
い
。
最
後
の
『
陳
扮
漢
』
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
に
拠
っ
て
見
る
に
¥

巻
頭
第
一
丁
に
「
常
話
別
世
界
初
中
後
」
と
し
て
、
登
場
人
物
に
寄
舞

伎
役
者
名
を
配
し
た
配
役
表
の
如
き
鉢
の
一
丁
を
附
し
、
そ
の
登
場
人
物

名
は
、
作
中
人
物
名
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
長
谷
川
氏
の
御
推
定

通
り
(
堤
精
二
氏
の
御
示
教
を
得
た
と
断
つ
で
あ
る
。
)
(
注
お
)
そ
の
改

題
本
な
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
同
書
は
、
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
に

あ
っ
て
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

剛
陳
扮
漢
三
巻
天
明
六
年
刊
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
。

半
紙
本
四
冊
。
(
中
巻
は
不
分
巻
二
冊
)
。
標
色
布
目
表
紙
原
装
(
カ
〉
。

原
題
築
(
竹
牌
形
単
辺
)
。
外
題
付
「
陳
扮
漢
〔
一
〕
」
同
「
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
ニ
」
同
「
陳
扮
漢
三
」
岡
「
陳
ぶ
む
か
む
四
」
。
寸
法
二

十
二
糎
×
十
五
・
七
糎
。
封
面
に
作
者
八
丈
舎
自
笑
の
口
上
を
読
上

る
画
柄
を
表
し
、
「
寄
舞
妓
も
や
う
を
浄
る
り
に
/
仕
立
あ
け
た
る

其
風
俗
は
/
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
/
む
か
し
ノ
¥
近
松
門
左
衛
門
と
/
い

へ
る
大
元
帥
八
陳
の
/
法
を
伝
へ
た
る
並
木
正
三
/
が
六
輔
三
略
其

一
巻
を
/
ひ
ら
き
見
る
奈
河
亀
助
が
/
は
か
り
こ
と
幾
万
代
を
経
ぬ

る
と
も
/
趣
向
は
尽
ぬ
玉
手
箱
と
申
ま
す
る
の
/
新
よ
み
本
の
発
端

左
様
に
思
召
下
さ
れ
ま
せ
」
と
刻
し
て
序
に
代
う
。
序
、
目
録
な

ち
ん
ぷ
ん
か
ん

し
。
内
題
「
陳
扮
漢
」
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
毎
半
葉
十
行
。
匡
郭
寸

法
十
八
・
二
糎
×
十
コ
了
七
糎
。
匡
郭
形
状
不
向
。
版
心
白
口
。
ノ
ド

に
耳
格
を
付
し
て
丁
付
の
み
を
刻
す
が
、
丁
付
上
に
空
白
あ
り
て
数

文
字
削
去
せ
る
が
如
し
。
丁
付
「
一
こ
よ
り
全
巻
通
し
丁
付
に
し
て

「
五
十
六
」
迄
。
尾
題
「
陳
扮
漢
上
(
中
下
〉
之
巻
終
」
。
刊
記
次
の

如
し天
明
六
年

丙
午
正
月
吉
日

司
'ヴ'
A-s 

京
東
洞
院
通
錦
小
路
上
ル
町

八
文
字
屋
八
左
衛
門
板

(
備
考
)
岩
瀬
文
庫
蔵
本
巻
頭
所
附
役
割
表
に
黒
格
巻
標
を
付
す
。

又
各
巻
版
心
所
々
に
巻
標
を
削
去
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
さ
れ
ば
『
鵠

話
別
世
界
』
は
ま
だ
八
文
字
屋
形
式
の
版
心
を
留
め
て
い
た
か
と
推

定
出
来
る
。
た
だ
『
浮
世
壱
分
五
厘
』
安
永
五
年
刊
本
所
附
蔵
板
目

録
で
は
『
別
世
界
』
は
全
五
冊
と
し
て
あ
る
。
本
書
は
巻
内
に
章
を

立
て
な
い
通
巻
一
話
物
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
改
め
て

五
冊
本
を
三
巻
四
冊
本
に
な
し
た
か
解
し
難
い
。
原
本
の
出
現
に
侠

つ
外
あ
る
ま
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
説
話
構
成
を
は
じ
め
と
し
て
、
か
つ
て
斉
一
を
誇

っ
た
八
文
字
屋
浮
世
草
子
も
、
今
や
見
る
か
げ
も
な
く
痩
せ
衰
え
て
、
こ



こ
に
最
期
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
む

結

語

以
上
大
急
ぎ
で
八
文
字
屋
の
刊
行
史
を
書
誌
方
面
よ
り
観
察
し
て
み
た

の
で
あ
る
が
、
所
見
の
限
り
で
は
、
右
に
述
べ
来
っ
た
意
味
で
の
八
文
字

屋
刊
浮
世
草
子
に
倣
っ
た
版
式
を
有
す
る
他
書
韓
作
品
は
升
屋
彦
太
郎
な

ど
少
数
の
例
外
を
除
い
て
あ
ま
り
存
し
な
い
。
特
に
、
通
常
一
緒
に
「
八

文
字
屋
本
」
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
、
菊
屋
板
の
其
積
作
品
群
な
ど

は
、
こ
れ
又
菊
屋
式
と
も
称
す
べ
き
一
連
の
版
式
が
あ
っ
て
、
同
化
と
い

う
よ
り
は
寧
ろ
対
抗
し
て
い
た
と
評
す
べ
く
、
書
誌
の
上
か
ら
申
す
と
き

に
は
、
こ
れ
を
混
然
一
緒
に
し
て
論
じ
る
こ
と
は
、
当
を
得
ぬ
こ
と
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

〈注
1
)

長
谷
川
強
氏
「
浮
世
草
子
の
研
究
」
円

(注
2
)

未
見
書
次
の
通
り

『
情
ひ
い
な
形
』
門
正
徳
2
U
刊
。
『
頼
朝
鎌
倉
実
記
』
〔
享
保
ロ
〕
刊
。

『
真
盛
曲
輪
錦
』
〔
享
保

mu
刊
。
『
風
流
略
雛
形
』
門
寛
保
1
以
前
〕

刊
。
『
当
世
行
次
第
』
〔
明
和
4
〕
刊
。
『
組
問
話
別
世
界
』
門
安
永
3
〕

刊
。
『
真
実
偽
虚
実
』
〔
安
永
5
〕
刊
。
(
い
ず
れ
も
刊
年
推
定
は
長

谷
川
氏
の
年
表
に
よ
る
。
)

又
、
今
回
の
考
察
に
於
て
除
外
し
た
改
題
後
修
本
次
の
通
り
。

『
商
人
世
帯
薬
』
(
『
手
代
袖
算
盤
』
の
改
題
〉
『
手
代
袖
算
盤
』
(
一
二
巻

本
。
同
上
書
の
後
修
本
)
『
け
い
せ
い
卵
子
酒
』
(
『
遊
女
懐
中
洗
濯
』

の
改
題
。
)
『
野
傾
髪
透
油
』
(
『
遊
女
懐
中
洗
濯
』
の
改
鼠
改
題
本
)

『
万
福
富
貴
自
在
』
(
『
善
悪
身
持
扇
』
の
改
題
)
『
袈
裟
物
語
』
(
『
那

智
御
山
手
管
滝
』
の
改
題
)
『
長
生
伏
木
隠
』
(
『
一
ニ
浦
大
助
節
分
寿
』

の
改
題
)
『
梅
若
丸
一
代
記
』
(
『
都
鳥
妻
恋
笛
』
の
改
題
)
『
梅
花
柳

水
』
(
同
書
の
再
改
題
逓
修
本
)
『
愛
護
若
一
代
記
』
(
『
愛
護
初
冠
女

筆
始
』
の
改
題
〉
『
俊
徳
丸
一
代
記
』
(
『
富
士
浅
間
裾
野
桜
』
の
改

題
)
『
契
情
買
豹
の
巻
』
(
『
風
流
西
海
硯
』
『
風
流
東
海
硯
』
の
改
題
)

『
玉
棒
輪
廻
薫
物
』
〈
『
風
流
連
理
慧
』
の
改
題
〉
『
互
先
碁
盤
忠
信
』

(
『
頼
朝
鎌
倉
実
記
』
の
改
題
〉
『
本
朝
武
徳
名
剣
記
』
(
『
御
伽
平
家
』

『
間
後
編
風
流
扇
子
軍
』
の
改
題
〉

(注
3
〉
調
査
の
及
ん
だ
所
左
の
通
り
。

国
会
図
書
館
。
東
洋
文
庫
。
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
。
同
霞
亭

文
庫
。
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
。
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
。

慶
慮
義
塾
図
書
館
。
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
。
京
都
府
立
総
合
資

料
館
。
京
都
大
学
図
書
館
。
同
国
文
学
研
究
室
。
名
古
屋
大
学
図
書

館
岡
谷
文
庫
。
同
皇
学
館
文
庫
。
広
島
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
。
同
東
京
志
料
。
同
特
別
買
上
文

庫
。
大
阪
府
立
図
書
館
。
一
ニ
康
図
書
館
。
赤
木
文
庫
。
蓬
左
文
庫
尾

崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
。
天
理
図
書

館
。
広
島
市
立
中
央
図
書
館
。
大
東
怠
記
念
文
庫
。
岡
山
大
学
図
書

館
池
田
家
文
庫
。
香
川
大
学
図
書
館
神
原
文
庫
。

(注
4
)

例
え
ば
、
享
保
一
ニ
年
正
月
刊
『
色
縮
緬
百
人
後
家
』
五
巻
・

西
沢
一
風
作
。
洛
東
三
条
な
わ
て
い
せ
や
仁
兵
衛
刊
本
が
こ
の
書
型

に
よ
る
。

(注
5
)

(注
6
)

Q
U
 

巧

tAA 

長
谷
川
氏
前
掲
香
川

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
岩
波
古
典
大
系
『
浮
世
草
子
集
』
所
収



『
傾
城
禁
短
気
』
解
題
(
野
間
光
辰
氏
)
に
「
美
濃
半
裁
横
本
」
と
さ

れ
た
の
な
ど
は
誤
り
で
あ
る
。

(注
7
)

書
の
大
い
さ
だ
け
か
ら
み
る
と
、
類
似
の
書
型
が
な
く
も
な

い
。
例
え
ば
、
享
保
二
年
刊
只
大
工
)
雛
形
』
な
ど
の
雛
形
本
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
半
紙
を
半
分
に
切
り
、
そ
れ
を
横
に
長
く
版
心

部
で
貼
合
せ
て
、
続
じ
方
は
通
常
の
横
本
に
な
っ
て
い
る
。
横
本
奈

良
絵
本
類
や
、
そ
れ
に
倣
っ
た
流
布
本
の
『
御
伽
草
子
』
本
な
ど
も

同
様
の
大
い
さ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
大
本
の
二
つ
切
と
も
言
う
ベ

く
、
矢
張
版
心
は
綴
目
の
反
対
側
に
来
る
通
常
の
横
本
形
式
。
い
づ

れ
に
せ
よ
、
か
か
る
絵
本
式
の
諾
書
と
の
類
似
を
狙
っ
た
と
見
る
こ

と
は
出
来
よ
う

(注
8
)

前
述
の
一
風
作
『
色
縮
緬
百
人
後
家
』
の
外
に
、
正
徳
二
年

刊
『
野
傾
旅
葛
寵
』
江
嶋
屋
一
良
左
衛
門
板
、
な
ど
が
あ
る
。

(
注
9
)

八
文
字
屋
八
左
衛
門
の
刊
行
書
で
も
、
絵
入
狂
言
本
、
狂
言

絵
尽
、
役
者
評
判
記
類
な
ど
は
こ
の
版
心
様
式
に
よ
ら
な
い
。

(
注
叩
〉
長
沢
規
矩
也
氏
御
示
教
で
は
、
か
か
る
巻
標
示
形
式
を
表
す

術
語
は
存
し
な
い
由
で
あ
る
。

(
注
日
)
求
板
後
印
本
の
内
、
升
屋
大
蔵
(
又
は
彦
太
郎
)
印
本
は
、

八
文
字
屋
の
旧
刊
記
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
が
、
更
に
後
の
再
求
抜

本
(
例
え
ば
和
泉
屋
卯
兵
衛
印
行
本
等
〉
に
な
る
と
、
旧
刊
記
の
書

毘
名
を
捌
去
す
る
。
従
っ
て
、
升
屋
印
本
の
改
装
本
な
ど
に
於
て
求

板
奥
附
を
取
去
っ
た
本
の
場
合
な
ど
、
八
文
字
屋
印
本
と
誤
認
し
易

い
の
で
、
充
分
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

(
注
ロ
)
安
永
元
年
刊
『
遣
放
三
番
続
』
同
五
年
刊
『
浮
世
壱
分
五
厘
』

天
明
六
年
刊
『
陳
扮
漠
』
等
。

(
注
目
)
長
谷
川
氏
前
掲
書
附

(注
U
)

例
え
ば
、
寛
延
二
年
刊
『
義
貞
艶
軍
配
』
の
序
文
中
に
「
:
・

:
・
松
浦
五
郎
が
忠
義
ま
て
書
く
ら
べ
て
斡
軒
紙
と
は
な
り
ぬ
」
な
ど

あ
る
。

長
谷
川
氏
前
掲
書
問

(
注
目
〉
「
一
齢
制
略
目
録
猷
一
説
一
関
一
訟
ル
町
北
ヨ
リ
」
と
題
せ
る
中
本
形

の
蔵
板
目
録
。
全
七
丁
。
慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵
『
江
戸
時
代
書
林
蔵

板
目
録
類
緊
』
所
収
。
こ
の
書
は
、
他
書
の
巻
末
所
附
の
蔵
板
目
録

だ
け
を
抽
き
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
菱
屋
の
目
録
の
刊
年
は
未
詳

で
あ
る
が
、
所
掲
書
に
『
愚
禿
鈴
要
解
』
(
天
明
元
年
刊
〉
『
(
道
三
〉

丸
散
重
宝
記
』
(
同
年
刊
)
な
ど
あ
る
よ
り
し
て
、
凡
そ
天
明
頃
刊

と
認
む
べ
き
か
。
終
了
ウ
に
「
お
も
し
ろ
き
読
本
何
も
ひ
ら
か
な
ゑ

入
也
」
と
し
て
次
の
十
八
点
を
掲
出
。
(
マ
マ
〉

傾
城
禁
談
気

咲
分
五
人
娘

世
間
子
息
形
気

賢
女
心
化
粧

商
人
家
職
訓

右
ハ
其
積
作

新
堪
忍
記

御
伽
百
物
語

金
銀
ね
ぢ
ふ
く
さ

兼
好
諸
国
物
語

(
注
目
)

怪
談
諸
国
物
語

近
代
因
果
物
語

怪
醜
夜
光
魂

鎌
倉
飛
脚

略
縁
記
出
家
形
気

軽本忠江
口朝孝(嶋
噺和琶iマ物
鳥歌琵こ語
題海
作其
積

五五五六五
冊冊冊冊冊
六
冊

二四五
冊冊冊
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尚
、
右
の
外
に
四
オ
に
は
『
楠
一
生
記
』
十
二
冊
『
武
道
三
国
志
』

十
冊
宍
国
性
爺
)
明
朝
太
平
記
』
十
冊
『
忠
義
太
平
記
』
五
冊
な
ど

を
も
掲
載
。

(
注
口
)
安
永
元
年
(
長
年
)
刊
の
『
世
間
自
慢
顔
』
を
予
告
し
て
「
来

辰
正
月
二
日
・
本
出
し
申
候
」
と
宣
伝
文
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
そ

の
前
年
、
即
ち
明
和
8
年
印
本
か
と
推
定
す
る
。

(
注
目
)
各
巻
外
題
脇
の
副
題
次
の
通
り

同
大
量
の
扇
は
ひ
ら
ぎ
や
が
紋

同
女
郎
の
く
る
し
み
は
つ
る
ぎ
の
山
屋
敷

国
栄
花
の
夢
は
か
ん
た
ん
の
館

(
注
目
)
正
月
以
外
の
刊
行
書
は
極
め
て
少
な
い
が
、
次
の
様
な
も
の

が
あ
る
。

享
保
五
年
三
一
月
〕
刊
『
役
者
色
仕
組
』
。
享
保
六
年
三
月
刊
『
日

本
契
情
始
』
。
享
保
七
年
九
月
刊
『
風
流
七
小
町
』
。
享
保
十
七
年
三

月
刊
『
け
い
せ
い
寄
三
味
線
』
。
享
保
二
十
年
二
月
刊
『
風
流
西
海

硯
』
。
同
三
月
刊
『
風
流
連
理
慧
』
。
以
上
六
点

(
注
加
)
例
え
ば
、
享
保
五
年
は
大
本
ニ
点
、
横
綴
半
紙
本
一
点
、
ニ

つ
切
横
本
一
点
。
又
享
保
十
五
年
は
大
本
二
点
、
半
紙
本
一
点
。
同

十
七
・
十
八
両
年
は
大
本
二
点
、
ニ
ツ
切
横
本
て
白
川
。
同
二
十
年
は

大
本
一
点
、
横
綴
半
紙
本
二
点
、
と
い
う
如
く
で
あ
る
。

(
注
幻
)
享
保
七
年
刊
『
舞
台
三
津
扇
』
の
版
心
様
式
は
、
前
三
巻
は

「
京
、
江
、
大
」
の
字
を
以
て
巻
標
と
な
し
、
後
二
巻
は
黒
口
中
に

白
線
を
刻
し
そ
の
上
下
に
よ
っ
て
巻
次
を
標
示
し
て
い
る
。
又
丁
付

の
仕
方
が
巻
に
よ
り
一
定
し
な
い
等
の
特
例
が
あ
る
。
横
綴
半
紙
本

で
は
、
元
文
四
年
刊
『
花
樺
厳
柳
島
』
の
巻
標
の
位
置
が
、
巻
ハ
円

t

岡
は
例
の
通
り
だ
が
、
巻
国
の
そ
れ
が
付
よ
り
も
左
端
に
刻
せ
ら
れ

て
あ
る
な
ど
の
例
外
が
あ
る
。

(
注
幻
)
或
い
は
『
山
市
話
別
世
界
』
が
八
文
字
屋
様
式
の
版
式
を
以
て

刊
行
さ
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
す
る
と
こ
の
第
三
期
末
は
、
安
永
三
年

ま
で
引
下
げ
て
よ
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
確
証
を
得
ぬ
か
ら
一
応

明
和
六
年
を
以
て
一
期
を
画
し
て
お
く
。

(
注
お
)
長
谷
川
氏
前
掲
書
問
問

付

記

ハ

円

本
稿
は
、
論
者
が
現
在
進
め
つ
つ
あ
る
、
現
存
浮
世
草
子
類
の
全
書
誌

調
査
の
一
端
で
あ
る
。
そ
の
全
部
に
就
て
の
総
合
書
誌
解
題
目
録
は
他
日

別
稿
を
草
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
調
査
に
当
っ
て
、
一
方
な
ら
ぬ
御
配
慮

を
賜
っ
た
震
亭
文
産
の
小
林
元
江
氏
、
横
山
重
先
生
、
又
御
指
正
を
頂
い

た
長
谷
川
強
氏
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
諸
機
関
の
方
々
に
衷
心
よ
り
の
感

謝
を
呈
す
る
と
共
に
、
今
後
共
一
層
の
御
鞭
捷
を
御
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。
尚
本
論
は
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
を
受
け
て
斯
道
文
庫
に
於
て

進
め
つ
つ
あ
る
「
国
書
並
び
に
漢
籍
総
目
録
の
編
纂
」
の
一
端
と
し
て
発

表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

付

記

凶

横
山
重
先
生
は
、
本
稿
印
刷
中
に
図
ら
ず
も
道
山
に
帰
さ
れ
た
。
調
査

に
際
し
て
は
、
屡
々
御
示
教
や
御
励
ま
し
を
賜
っ
た
も
の
を
、
と
、
遂
に
其

の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
永
く
失
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
、
返
す
ん
¥

も
悔
い
る
の
で
あ
る
。
今
は
只
、
御
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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矢
崎

6

O
各
年
一
点
宛
選
ん
で
作
図
し
た
.
そ
の
際
原
則
と
し
て
原
袋
の
早
印
本
を
と
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
が
得
ら
れ
ぬ
場
合
は
所
見
一
本
中

の
俵
措
置
本
に
処
る
こ
と
と
し
た
・
断
切
あ
る
本
、
後
印
本
、
裏
打
本
な
ど
は
原
則
と
し
て
除
外
し
た
・

O
グ
ラ
フ
に
は
、
外
寸
の
タ
テ
寸
法
ハ
上
の
折
線
グ
ラ
フ
)
と
冨
郭
高
門
下
の
折
線
グ
ラ
フ
〉
を
表
わ
し
た
・
以
て
本
の
大
き
さ
を

代
表
せ
し
め
た
の
で
あ
る
・

O
絡
号
次
の
通
P

ハ
狩
〉
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
ハ
洋
〉
東
浄
文
庫
旗
本
(
岩
》
岩
瀬
文
庫
旗
本
門
名
》
名
古
屋
大
学

蔵
本
円
都
〉
都
立
中
央
図
書
館
旗
本
ハ
早
》
早
稲
田
大
学
蔵
本
門
国
)
国
会
図
書
鎗
蔵
本
〈
京
大
》
東
京
大
学
総
合
図

書
館
墾
本
〈
東
大
雪
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
貸
さ
京
郁
夫
学
蔵
本
自
さ
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵
本
・

0
下
の
線
の
処
々
に
略
号
を
附
し
た
分
は
、
上
掲
の
本
に
つ
い
て
匡
郭
寸
訟
を
脱
し
た
た
め
、
余
儀
な
く
他
本
の
デ
l
hタ
で
捕
っ
た

分
で
あ
る
.

0
・
A
は
『
善
感
身
持
扇
』
の
外
寸
タ
テ
寸
法
・

-
B
は
悶
匡
郭
高
寸
法
・

O
『
風
流
軍
配
団
』
に
つ
い
て
は
、
早
印
と
認
む
べ
き
本
を
宋
だ
見
な
い
の
で
、
止
む
を
得
ず
後
印
・
本
デ
1
9
で
補
?
た
・


